
目次
■  グラビア …… 01 〜 02
■  新年のご挨拶 …… 03
■  年頭挨拶 …… 04
■  茗渓創基 150 年記念誌編纂のこと …… 05 〜 11
■  茗渓会費納入のお願い …… 12
■  茗渓フェロー協力者ご芳名・茗渓フェローご協力のお願い …… 13
■  Peer Garden …… 14
■  Peer Garden 誌上交流 …… 15
■  地域組織一覧表 …… 16
■  著書紹介 …… 17
■  筑波大学はいま …… 18
■  茗溪学園だより …… 19
■  追悼録 …… 20
■  令和２年秋の叙勲おめでとうございます …… 21
■  広報 …… 21
■  表紙のことば …… 21
■  編集後記 …… 21

夜明けを待つ（撮影：筑波大学OG須藤優実）

特集
茗渓創基 150 年記念誌

正月
2021
令和3年
no.1107



河野　隆二（S47農）
大畑多津雄（S52理　 数）（神奈川茗渓会会　長）
望月　正大（S51理　 数）（　　  同 　　副会長）
掛原　　豊（S54農林学類）
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※2020年度に新学部への再編を構想中
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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～
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　上はオンラインを活用したキャ
リアカフェの様子です。５階事務
局の会議コーナーでは、オンライ
ン会議に利用できます。

　これから各階のご利用につい
て、ご案内をさせていただきます。

　アーケード①をくぐり抜ける
と、奥行きある光景が目に入りま
す。広々としたカフェテラス②で、
お食事やご会食にご利用下さい。
　エントランス③を右手に進むと
エレベーターホール④に出ます。
左に見える黒いプレート⑤には、
各階の会場名が記されています。

まず、最上階からご案内します。

　５階でエレベーターをおりると
向かいにラウンジ⑥が見えます。
会員ラウンジ「桐の葉」⑦で、８～
12 人の打合せができます。
　右手に行くと茗渓会事務局で、
中に会議コーナー⑧があります。
８～ 10 人の打合せができます。

　５階には、中会議室もあり、30
人程の会合が開催可能です。
　５階の施設利用につきまして
は、お手軽にご利用いただけます
ので、茗渓会事務局にご相談くだ
さい。

期間限定（2020.10.1～ 2021.3.31）全室（10部屋）無料貸し出し
茗渓会館には、会議や研修など会合に利用可能な部屋が 10 室あり、本来
は室料をいただきますが、期間限定で茗渓会員の皆様に、会食を伴う会合
に限るという条件付きで開放いたします。
以下、各室のご利用のアイデアなどを含めてご案内させていただきます。

茗渓会館を
ご利用下さい

① ②

③ ④

⑤

⑥

⑧

⑦-1

⑦-2

２・３・４階の施設利用の連絡先　“嘉ノ雅”茗渓館 KANOBI MEIKEIKAN 　☎ 03-5319-1890
５階の施設利用の連絡先　茗渓会事務局 ☎ 03-3941-0136　  info@meikei.or.jp
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　４階と３階には６部屋あり、　
12 ～ 90 人の収容の幅があり、
用途に合わせてご利用できます。
４階廊下⑨の右側に「筑波」と
「新泉」、左側に「占春」と「紫峰」
と「雙峰」の５部屋があり、受付け
の席⑩もご用意できます。

　「筑波」と「新泉」は続間ですが、
別間でも、一間でも利用できます。
例えば、個々に研修会を開催し、
後半は、仕切りを外して会食⑪。
着席や立食でも対応可能です⑪。
　少人数の会合にお勧めの部屋
は、４階「占春」「紫峰」「雙峰」⑫、
３階「あけぼの」⑬があります。
写真館のスタッフがいますので、
記念撮影等のご注文を承ります。

　２階は茗渓会自慢の大ホール�
「茗溪」⑭です。受付⑮右手に重厚
な扉⑯があり、落ち着きある空間
が広がります。多人数の会議や研
修会、講演会、あるいは、発表会
や演奏会など、展示会や展覧会も
できそうです。

　“嘉ノ雅”茗渓館の評判はとても
好く、ウェディングの口コミサイ
トで、都内No.１の評価を得てい
ます。高いレベルの料理とサービ
スに、充分な満足が得られるはず
です。せっかくの機会です。ぜひ
ご利用ください。

２階から４階の部屋ご利用の方は、以下の点にご留意の上、お問合せ下さい。

“嘉ノ雅”茗渓館 KANOBI MEIKEIKAN 　☎ 03-5319-1890

・�ご予約やお問い合わせの際は、「茗渓会員」である旨を、必ずお伝え下さい。
・�部屋の無料貸し出しは、会食をともなう会合（＊）とさせていただきます。
　（＊）会場での会議等、演奏会や発表会終了後や開始前の会食なども該当します。
・無料貸し出しは、2021年３月31日ご利用分まで、とさせていただきます。

“嘉ノ雅”茗渓館が提供する料理については、P.23 をご参照ください。

⑨

＊上記の数は、COVID-19 以前の数です。「３密」の防止可能な人数に換算して下さい。

⑪-1

⑫-1

⑫-2

⑪-2

階 室名
利用可能数
着席 立食

5
桐の葉 10 -

会議コーナー 10 -
中会議室 30 40

4

筑波 28 45
新泉 40 65
占春 18 25
紫峰 12 20
雙峰 12 20

3 あけぼの 12 20
2 茗渓 100 200

⑩

⑬

⑮

⑭

⑯



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
、
茗
渓
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

敬
意
と
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

昨
年
、
突
如
と
し
て
猛
威
を
振
る
い
、
今
な
お
第
⚓
波
蔓
延
の

勢
を
見
せ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
や
近
年
の
激
し
い
風
水
害

等
と
対
峙
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
方
に
心
か
ら
の
激
励
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
一
年
間
延
期
に
な
っ
た
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
あ
と
半
年
余
り
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
茗
渓
会
に
は
、
本
会
の
運
営
や
諸
事
業
な
ど
に
厳
し

い
対
応
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
現
在
進
行
中
の

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
等
に
対
し
て
、
私
自
身
の
諸
々
の
思
い

を
述
べ
決
意
を
表
し
て
お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

歴
史
を
直
視
す
る
と
、
丁
度
100
年
前
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
大
流
行

当
時
の
事
情
と
似
て
い
て
参
考
に
な
り
ま
す
。
大
正
⚘
・
⚙
・
10

年
の
間
に
⚓
度
の
波
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
最
大
と
さ
れ
る
大

正
⚙
年
の
新
聞
に
は
〝
恐
ろ
し
い
流
感
の
恐
怖
時
代
襲
来
す
〟〝
咳

一
つ
出
て
も
外
出
す
る
な
〟
な
ど
の
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
は
不
発
で
し
た
が
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
う
が
い
が
わ
が
国
の

衛
生
習
慣
と
し
て
、
こ
の
時
に
根
づ
い
た
よ
う
で
す
。
Ｔ
Ｖ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
か
っ
た
当
時
、
広
報
に
は
も
っ
ぱ
ら
ポ
ス
タ

ー
を
多
用
し
た
よ
う
で
す
。
世
界
で
も
わ
が
国
で
も
多
く
の
患
者
、

死
亡
者
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す

科
学
技
術
が
発
達
し
た
現
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に

関
し
て
、
公
衆
衛
生
の
専
門
家
某
氏
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
進
歩
を
除

け
ば
⽛
マ
ス
ク
を
す
る
、
密
集
を
避
け
る
、
患
者
を
隔
離
す
る
と

い
っ
た
感
染
症
対
策
の
取
り
組
み
は
変
ら
な
い
。
そ
し
て
当
時
の

対
策
は
感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
遅
れ
た
面
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
今
回
は
正
確
な
情
報
を
素
早
く
集
め
て
住
民
に
公
開
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
今
に
通
じ
る
教
訓
だ
。⽜
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
の
一
面
の
社
会
背
景
と
し
て
、
茗
渓
関
係
の
先
達
の

動
向
を
窺
い
知
る
の
も
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
正
⚗
年
に
東
京
高
師
の
大
学
昇
格
運
動
が
活
発
化
を
み
せ
、

翌
大
正
⚘
年
に
は
い
よ
い
よ
本
格
化
し
、
学
内
で
は
教
授
の
会
、

学
生
大
会
、
そ
し
て
茗
渓
会
も
一
緒
に
な
っ
て
総
決
起
の
気
運
が

高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
昇
格
運
動
の
中
で
、
学
生
で
あ
っ
た
大
和

資
雄
さ
ん
作
詞
の
宣
揚
歌
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
正
⚙
年
は
、
第
⚗
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
（
ア
ン
ト
ワ
ー

プ
）
に
は
嘉
納
治
五
郎
先
生
が
臨
席
さ
れ
、
日
本
代
表
選
手
に
は

主
将
、
十
種
競
技
と
し
て
野
口
源
三
郎
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
大
河
ド

ラ
マ
・
い
だ
て
ん
に
登
場
）
が
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
金
栗
四
三
さ

ん
及
び
野
口
源
三
郎
さ
ん
な
ど
の
手
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
第
⚑

回
箱
根
駅
伝
で
は
高
師
が
優
勝
し
て
い
ま
す
。

大
正
10
年
の
第
⚕
回
極
東
選
手
権
大
会
（
上
海
）
に
は
野
口
源

三
郎
さ
ん
が
選
手
団
々
長
と
し
て
選
手
団
を
率
い
て
国
際
競
技
大

会
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

大
正
11
年
に
は
、
嘉
納
先
生
は
講
道
館
文
化
会
を
創
立
し
て
、

精
力
善
用
・
自
他
共
栄
の
理
念
を
世
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

翌
年
、
前
述
し
た
大
学
昇
格
案
が
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。（
そ

の
後
関
東
大
震
災
の
た
め
開
学
は
昭
和
⚔
年
に
な
り
ま
す
。）

大
正
12
年
は
関
東
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

我
が
国
の
歴
史
の
中
で
、
疫
病
や
自
然
災
害
な
ど
で
受
け
た
惨

状
は
繰
り
返
し
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
度
に
次
へ
の
前
進

を
目
指
し
て
立
ち
直
り
、
社
会
の
安
寧
を
招
来
し
ま
し
た
。

今
、
わ
れ
わ
れ
は
暗
い
気
持
ち
に
蹲
る
こ
と
な
く
、
専
心
コ
ロ

ナ
禍
に
立
ち
向
か
っ
て
斗
い
な
が
ら
、
次
へ
の
明
る
い
希
望
の
時

代
へ
と
繋
げ
る
べ
く
、
今
と
い
う
時
に
成
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に

計
画
し
て
、
そ
れ
そ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
ペ
ー
ス
で
、
前
へ
と
走

り
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
嘉
納
先
生
の
説
く

〝
精
力
善
用
、
自
他
共
栄
〟
に
も
通
ず
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

幸
い
、
わ
れ
わ
れ
茗
渓
人
に
は
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
と
い

う
目
標
を
⚔
年
間
に
亘
っ
て
計
画
し
、
準
備
・
実
施
し
て
き
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
こ
の
記
念
事
業
の
意
義
に
つ
い
て
触
れ

て
お
き
ま
す
。⽛
わ
れ
わ
れ
茗
渓
人
は
、
本
会
が
時
代
を
乗
り
越
え

て
連
綿
と
活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
最
大
の
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、
先
達
の
高
邁
な
思
い
や
誇
り
高
き
伝
統
に
思
い
を
馳
せ
、

レ
ガ
シ
ー
を
大
切
に
し
て
、
は
た
ま
た
、
将
来
に
亘
り
本
会
の
新

た
な
発
展
を
期
し
て
、
茗
渓
創
基
150
年
の
意
義
あ
る
記
念
事
業
を

興
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
茗
渓
の
仲
間
に
役
立
ち
、
よ
り
絆
を
深

め
る
互
助
の
事
業
と
し
て
、
ま
た
、
次
世
代
へ
の
継
承
の
事
業
と

し
て
進
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
茗
渓
会
あ
げ
て
の
行
事
で

あ
り
ま
す
。
本
会
々
員
こ
ぞ
っ
て
自
ら
力
を
結
集
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
総
意
を
練
り
あ
げ
て
い
く
中
で
、
情
熱
と
誠
実
さ
、
そ

し
て
共
助
の
精
神
が
源
泉
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
在
り
方
こ
そ

が
茗
渓
会
の
絶
大
な
遺
産
の
価
値
を
更
に
将
来
に
向
っ
て
高
め
る

機
会
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。⽜（⽛
茗
渓
⽜
№
⚑
⚑
⚐
⚐
号
）

と
に
か
く
コ
ロ
ナ
禍
で
意
気
消
沈
に
な
り
が
ち
な
日
常
を
撥
ね

除
け
て
、
成
す
べ
き
こ
と
を
可
能
な
ペ
ー
ス
で
走
り
続
け
る
こ
と

の
何
か
を
自
問
す
れ
ば
…
わ
れ
わ
れ
茗
渓
人
に
は
記
念
事
業
が
待

っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
難
事
に
な
っ
て
い
る
本
会
運
営
行
事
や
記
念
事
業

等
は
修
正
等
を
加
え
な
が
ら
も
遂
行
の
責
が
あ
り
ま
す
。
記
念
事

業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
茗
溪
文
化
の
〝
伝
承
と
創
造
〟
で
す
。
茗
渓

の
レ
ガ
シ
ー
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
は
歴
史
が
許
さ
な
い
と
考

え
ま
す
。
こ
の
事
業
の
過
程
は
未
来
へ
の
途
で
す
。
将
来
を
創
る

道
程
で
あ
り
ま
す
。
更
に
加
え
れ
ば
茗
渓
会
中
興
を
目
指
す
も
の

な
の
で
す
。

嘉
納
先
生
は
盡
己
竢
成
の
言
葉
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
す
る

ま
で
努
力
し
続
け
る
の
意
で
す
。
新
し
い
年
に
際
し
て
、
先
生
の

言
葉
を
体
し
て
、
私
自
身
叱
咤
激
励
の
気
概
に
溢
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
茗
渓
会
々
員
の
皆
様
に
対
し
、
本

会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
鞭
撻
ご
協
力
を
切
望
し
て
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

3
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新
年
の
ご
挨
拶



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
茗
渓
会
の
皆
様
に
は
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
話
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

一
昨
年
の
秋
頃
に
中
国
湖
北
省
武
漢
市
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
昨
年
春
先
ま
で
に
は
世
界
的
な
大
流

行
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
で
も
昨
年
⚑
月
下
旬
の
豪
華

客
船
で
の
発
症
確
認
を
皮
切
り
に
感
染
は
急
拡
大
し
、
現
在
ま
で

に
、
感
染
者
は
20
万
人
を
超
え
、
死
亡
者
数
は
⚒
⚘
⚐
⚐
人
を
超

え
て
い
ま
す
（
⚒
⚐
⚒
⚐
年
12
月
24
日
現
在
）。
感
染
拡
大
の
初
期

の
段
階
で
は
、
世
界
の
多
く
の
都
市
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど
に

よ
る
強
硬
な
感
染
拡
大
防
止
策
が
採
ら
れ
ま
し
た
が
、
経
済
の
落

ち
込
み
が
著
し
い
た
め
継
続
出
来
ず
、
そ
れ
は
解
除
さ
れ
感
染
は

終
息
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
多
く
の
国
で
、
医
療
崩
壊

を
起
こ
さ
な
い
程
度
の
感
染
拡
大
を
容
認
す
る
よ
う
な
緩
や
か
な

防
止
策
が
採
ら
れ
て
お
り
、
感
染
防
御
は
人
々
の
自
主
的
な
行
動

規
制
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
で
は
、
⚑
月
29
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
リ
ス
ク
対
応
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
即
座
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
連
し
た
本
学
の
授
業
等
の
対
応
、
感
染
症
リ
ス
ク
対
応

の
た
め
の
渡
航
の
制
限
、
課
外
活
動
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
対

応
、
在
宅
勤
務
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
準
備
を
開
始
し
ま
し

た
。
卒
業
式
は
各
学
群
、
研
究
科
の
総
代
だ
け
の
出
席
・
入
学
式

は
中
止
・
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
は
⚔
月
初
旬
か
ら
入
構
制
限
・
⚔
月
17

日
の
緊
急
事
態
宣
言
対
象
地
域
の
全
国
拡
大
・
同
27
日
か
ら
は
、

春
学
期
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
始
。
⚕
月
⚘
日
に
は
学
生
の
ア
ル
バ

イ
ト
の
停
止
、
ご
家
族
の
困
窮
な
ど
に
よ
る
経
済
的
な
困
窮
に
鑑

み
て
、
本
学
独
自
に
学
生
の
経
済
支
援
を
行
う
こ
と
を
決
め
、
学

生
の
た
め
の
緊
急
支
援
金
の
た
め
の
寄
付
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

貴
会
の
同
窓
生
諸
氏
か
ら
も
浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

⚕
月
25
日
に
全
国
で
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
・
⚘
月
⚗
日
に
は

秋
学
期
に
お
け
る
対
面
授
業
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
に
関

す
る
指
針
発
表
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
徐
々
に
平
常
状
態
へ
の
回
帰
を

目
指
し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

各
自
の
感
染
防
御
行
動
と
他
者
へ
の
感
染
拡
大
防
御
行
動
を
基
盤

と
し
て
、
平
常
化
に
向
け
て
努
力
が
続
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
伴
い
、
大
学
は
様
々
な
新

た
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
真
の
意
味
で
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
こ
と
で
す
。
新
た
な
感
染

症
が
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
世
界
中
に
広
が
り
、
感
染
症
に
は
国

や
地
域
あ
る
い
は
個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
間
の
境
界
が
な
い

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
感
染
症
は
グ
ロ
ー
バ
ル
レ

ベ
ル
で
経
済
を
下
方
に
向
か
わ
せ
て
し
ま
い
、
市
井
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
風
評
に
煽
ら
れ
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ま
で
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
世
界
秩
序
を
変
容
さ
せ
、
世
界
を
混
迷

さ
せ
、
そ
の
行
方
も
不
確
実
な
も
の
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
を
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
世

界
規
模
の
課
題
に
つ
い
て
、
こ
の
感
染
症
の
拡
大
を
契
機
に
自
分

事
と
し
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
の
力
を
実
感
し
た
こ
と

で
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
大
学
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
価
値
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
会
議
、
お

よ
び
リ
モ
ー
ト
業
務
な
ど
を
通
じ
て
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
有
用

性
と
可
能
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
問
題
点
に
も
気
づ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
っ
て
、
学
生
や
教
員
は
、

地
理
的
、
空
間
的
、
時
間
的
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。一
方
で
、こ
れ
ま
で
疑
い
も
な
く
行
わ
れ
て
き
た
対
面

授
業
の
重
要
性
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。対
面
授
業
は
、実
習
・

実
験
な
ど
体
験
型
の
授
業
科
目
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、
友
達
や
教
員
な
ど
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
学
修
や
キ
ャ
ン
パ

ス
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
活
動
に
よ
り
、
社
会
で
の
活
動
の

基
盤
で
あ
る
人
間
関
係
な
ど
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
確
信
し
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
日
常
（N

ew
N
orm
al

）
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
両
者
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
大
学
の
活
動
の
道
を
探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
一
つ
お
伝
え
い

た
し
ま
す
。
本
学
は
、
昨
年
10
月
に
、
第
⚔
期
中
期
目
標
期
間
か

ら
指
定
国
立
大
学
法
人
と
な
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
よ
り
指
定

い
た
だ
き
ま
し
た
。
指
定
国
立
大
学
法
人
は
、
世
界
最
高
水
準
の

教
育
研
究
活
動
の
展
開
が
相
当
程
度
見
込
ま
れ
る
国
立
大
学
法
人

を
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
⚕
つ
の

総
合
大
学
（
東
京
、
京
都
、
東
北
、
大
阪
、
名
古
屋
）
と
⚒
つ
の

単
科
系
大
学
（
東
京
工
業
、
一
橋
）
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

本
学
は
、
前
回
（
平
成
28
年
度
）
公
募
の
際
は
申
請
の
前
提
条
件

の
一
部
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
応
募
を
断
念
し
ま
し
た
が
、

今
回
晴
れ
て
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
と
も
に
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
総
合
大
学
と
し
て
は
⚖
番
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

長
年
の
先
輩
諸
氏
の
弛
ま
ぬ
ご
努
力
と
そ
れ
に
よ
り
挙
げ
ら
れ
た

数
々
の
成
果
の
上
に
獲
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
教
職
員
、
学
生
一

同
感
謝
の
念
に
た
え
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
学
生
、
教
職
員
は
持
て
る
力
を
大
い

に
発
揮
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
に
は
、
二

度
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
必
ず
開
催
さ

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
本
学
教
職
員
・
学
生
、
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
の
活
躍
も
楽
し
み
で
す
。
本
学
は
激
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
中
で
、
研
究
力
を
も
っ
て
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
継
承
し
、
発
展
・
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
貴
会
と
同
窓
生
諸
兄
に
は
、
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
学
の
様
々
な
活
動

に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
本
年
も
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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5

茗
渓
創
基
150
年
記
念
誌
の
編
纂

記
念
事
業
の
テ
ー
マ
と
し
て
、⽛
伝
承
と
創
造

そ
の
実
現
を

目
指
し
て
⽜
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⽝
茗
渓
創
基
150
年
記
念
誌
⽞
の
編
纂
は
、
諸
先
輩
の
事
績
を
辿
る

こ
と
で
茗
渓
の
流
れ
を
見
定
め
、
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え
ん
と
す

る
茗
渓
人
と
し
て
な
に
を
な
す
べ
き
か
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
考

え
る
た
め
の
道
標
を
提
供
す
る
作
業
と
も
い
え
ま
す
。

⽝
茗
渓
会
百
年
史
⽞
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
57
年
で
し
た
。
右

の
欄
に
紹
介
す
る
通
り
、
大
著
と
い
え
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
13
年
後
の
平
成
⚗
年
に
、⽝
北
海
道
茗
渓
史
⽞
が
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

⽝
北
海
道
茗
渓
史
⽞
は
、
明
治
⚕
年
創
立
の
師
範
学
校
か
ら
筑
波

大
学
に
至
る
ま
で
の
茗
渓
人
と
初
等
中
等
教
育
と
の
関
わ
り
を
中

心
に
、
北
海
道
教
育
の
歩
み
を
克
明
に
記
し
た
397
頁
に
わ
た
る
労

作
で
す
。
当
時
の
北
海
道
支
部
長
小
林
純
幸
氏
（
Ｓ
23
文
理
理
三
）

は
、⽛
後
に
続
く
人
々
に
と
っ
て
は
こ
の
先
人
の
歩
ん
だ
道
が
こ

れ
か
ら
の
辿
る
べ
き
道
で
あ
り
、
先
人
の
栄
光
が
目
指
す
べ
き
目

標
で
あ
り
、
北
海
道
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
示
し
、
何
よ
り

の
励
ま
し
に
な
る
に
違
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
宣
揚
歌
の
⽝
桐

の
葉
⽞
の
一
枚
一
枚
の
積
み
重
ね
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
心
か
ら
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茗
渓
創
基
150
年

記
念
誌
編
纂
の
こ
と

信
じ
て
止
ま
な
い
⽜
と
い
う

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
支
部
は
、⽝
茗
渓

会
百
年
史
⽞
で
、⽛
年
ご
と
に

増
え
て
い
く
有
能
な
新
人
を

加
え
て
、
昭
和
56
年
12
月
現

在
150
名
と
な
り
、
脈
々
と
繁

栄
の
途
上
に
あ
る
⽜
と
結
ん

で
い
ま
し
た
。

佐
賀
県
支
部
は
、こ
の〈
最

後
の
一
行
〉
を
、
平
成
、
令

和
へ
と
継
承
す
べ
く
、
茗
渓

創
基
150
年
を
節
目
に
、⽛
支

部
旗
⽜
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

⽝茗渓会百年史⽞
A5サイズ1148頁
編集委員会
芳賀幸四郎
長浜 恵
土肥 輝雄
新村 三郎
葭内善三郎
鈴木 博雄

こ
の
よ
う
に
、
各
地
域
で
は
、
様
々
な
形
で
、⽛
伝
承
と
創
造
⽜

が
進
め
ら
れ
、
受
け
継
ぎ
と
引
き
継
ぎ
の
努
力
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
で
試
み
ら
れ
た
事
績
、
そ
の
過
程
で
見
出
さ
れ
た
課
題
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
の
工
夫
や
努
力
、
そ
し
て
今
後
の
期
待
を
記

す
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
、
極
め
て
重
要
な
作
業
に
も
思
え
ま
す
。

⽝
茗
渓
創
基
150
年
記
念
誌
⽞
編
纂
は
、
こ
の
よ
う
な
意
義
や
使
命

を
担
っ
て
の
事
業
で
す
。

真
田
久
編
纂
委
員
（
本
部
理
事
、
筑
波
大
学
教
授
）
を
中
心
に
、

編
纂
事
業
が
進
め
ら
れ
、
装
丁
や
目
次
等
の
概
略
が
定
ま
り
、
執

筆
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

第
五
章
⽛
支
部
（
地
域
組
織
等
）
の
歩
み
⽜
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
地
域
か
ら
お
預
か
り
し
た
原
稿
の
初
校
を
終
え
、
各
地
域
の
担

当
の
方
々
と
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、
第
二
校
に
入
っ
て
い
ま
す
。

第
五
章
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
す
。

⚑

組
織
と
し
て
の
歩
み

⚒

発
展
に
尽
く
し
た
人
（々
平
成
に
お
け
る
会
員
の
活
動
）

⚓

こ
れ
か
ら
の
歩
み
（
将
来
へ
の
期
待
）

⚔

現
役
員
の
リ
ス
ト

⚕

そ
の
他
（
特
記
事
項
等
）

そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
に
つ
い
て
特
段
の
指
定
は
せ
ず
、
各
地
域
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
書
き
ぶ
り
を
参
考
に
連
続
性
を
保
持
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
、⽝
茗
渓
会
百
年
史
⽞
に
記
さ
れ
た
該
当
部

分
を
送
付
し
、
ご
執
筆
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
預
か
り
し
た
原
稿
を
拝
見
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
各
地
域
の

独
自
性
が
文
面
に
見
事
に
表
れ
て
い
る
こ
と
。
一
方
で
、
共
通
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
打
開
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
き
わ
め
て
前
向
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
記
念
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ
る
⽛
伝
承
と
創
造
⽜

が
満
足
の
い
く
形
で
文
章
に
表
れ
て
い
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。

⽛
組
織
と
し
て
の
歩
み
⽜
と
⽛
発
展
に
尽
く
し
た
人
々
⽜
に
記
さ

れ
て
い
る
注
目
す
べ
き
事
柄
や
貴
重
な
逸
話
は
、
記
念
誌
の
発
行

を
待
た
ず
に
是
非
と
も
目
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

お
預
か
り
し
た
文
章
を
一
部
割
愛
し
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

⽝北海道茗渓史⽞
B5サイズ 397頁
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真田 清臣 対馬 富喜
林 雄一郎 本間末五郎
松本 光 山本 良久
刊行委員会
武田 哲（以下10名）





明治⚕年
～令和⚔年



6

⽛
発
展
に
尽
く
し
た
人
々
⽜
に
み
る
茗
渓
人

◆⽛
茗
渓
魂
⽜と
呟
か
れ
て

平
成
23
年
⚓
月
11
日
、
東
日
本
に
未
曽
有
の
大
震
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
歴
史
上
、
宮
城
県
は
過
去
に
二
度
程
、
大
津
波
を
経
験

し
て
い
ま
す
。
869
年
の
貞
観
大
津
波
、
⚑
⚖
⚑
⚑
年
の
慶
長
大
津

波
が
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
私
、
丁
度
そ
の
時
、
宮
城
支
部
長
を
引
き
受
け
て
い
た
真

最
中
の
出
来
事
で
し
た
。
…
⚔
月
に
な
っ
て
、
沿
岸
地
域
の
会
員

の
被
災
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
直
ち
に
宮
城
支
部
の
幹
事
会

を
招
集
し
て
、
義
援
金
を
柱
と
す
る
援
助
態
勢
を
確
立
す
る
に
至

っ
た
訳
で
す
。
…

ガ
ン
ガ
ン
暑
い
⚘
月
の
真
昼
、
石
巻
の
年
配
の
会
員
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。
見
れ
ば
そ
の
御
宅
、
床
上
浸
水
の
跡
、
生
々
し
く
、

わ
ず
か
に
玄
関
だ
け
が
新
し
い
板
張
り
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
会
員
に
対
し
、
私
の
自
己
紹
介
と
来
意
を
告
げ
た
途
端
、

大
先
輩
に
あ
た
る
そ
の
会
員
は
直
ち
に
板
敷
に
正
座
な
さ
れ
、
背

筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
私
の
話
を
聞
こ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
立
っ
て
い
る
訳
に
も
い
か
ず
、
蹲
踞
、
折
敷
を
し
て
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
、
封
筒
を
手
渡
し
、
互
い
に
深
々
と
礼
を
し
て
、

事
は
感
動
的
に
終
え
ま
し
た
。

後
日
、
11
月
末
、
宮
城
支
部
総
会
の
席
上
、
こ
の
場
面
の
こ
と

を
報
告
、
説
明
し
た
時
、
或
る
大
先
輩
は
、⽛
ほ
う
、
茗
渓
魂
だ
な
⽜

と
呟
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
⽛
茗
渓
魂
⽜
と
い
う
単
語
（
こ
と
ば
）

を
初
め
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

茗
渓
会
宮
城
支
部
河
岸
敏
郎
(Ｓ
49
教
大
武
道
)

◆
教
育
者
の
資
質

中
村
章
太
郎
（
Ｓ
16
文
二
・
Ｓ
19
大
漢
）
は
昭
和
54
～
56
年
度

の
奈
良
県
教
育
長
を
務
め
ら
れ
た
。
支
部
長
時
代
は
⽛
茗
渓
会
奈

良
支
部

筑
波
大
学
卒
業
生
の
会
⽜
を
開
催
し
、
筑
波
大
学
卒
業

生
の
参
加
を
働
き
か
け
た
。

そ
の
集
ま
り
に
お
い
て
、⽛
35
歳
ま
で
に
教
え
子
に
影
響
を
与

え
ら
れ
な
い
教
師
は
教
育
者
と
し
て
失
格
で
あ
る
⽜
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
厳
し
い
お
言
葉
は
我
々
後
輩
の
胸
に
強
く
刻
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

晩
年
は
目
を
悪
く
さ
れ
た
が
、
私
費
で
コ
ピ
ー
機
を
購
入
し
、

新
聞
を
拡
大
し
て
読
ま
れ
る
な
ど
知
へ
の
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

奈
良
茗
渓
会
井
上
徳
之
(Ｓ
58
筑
大
自
然
)

◆
茗
渓
の
三
剣
士

こ
の
頃
（
昭
和
44
年
、
県
立
秋
田
北
高
等
学
校
へ
異
動
し
た
頃
）

お
会
い
し
た
忘
れ
得
ぬ
三
先
輩
が
い
る
。
昭
和
18
年
、
東
京
高
師

体
育
科
第
三
部
（
剣
道
）
卒
の
奥
山
京
助
、
岩
谷
文
雄
、
吉
井
忠

亮
各
先
輩
達
で
あ
る
。
こ
の
年
の
体
育
科
第
三
部
の
全
卒
業
者
⚙

名
中
、
秋
田
県
出
身
者
が
⚓
名
ま
で
占
め
て
い
た
こ
と
に
驚
く
。

川
反
の
居
酒
屋
の
止
ま
り
木
で
歓
談
す
る
奥
山
・
岩
谷
ご
両
所

か
ら
、
凜
々
し
い
立
ち
姿
の
同
期
伊
保
清
次
が
在
学
中
に
全
日
本

選
手
権
で
大
活
躍
し
た
な
ど
往
時
の
懐
旧
談
を
伺
っ
た
。
興
に
乗

っ
た
ご
両
所
の
吟
ず
る
七
寮
節
が
今
も
鮮
明
に
残
る
。

〽
月
の
七
日
は
お
薬
師
詣
り
ヨ
イ
ヨ
イ

お
薬
師
詣
り
に
そ
な
た
を
見
初
め
エ
ー
ト
エ
ー
ト

あ
ら
や
こ
ら
や
と
せ
…
。

両
肘
に
交
互
に
手
を
添
え
る
所
作
ま
で
も
披
露
さ
れ
た
。
…
と

ま
れ
、
こ
の
三
先
達
を
源
流
と
す
る
茗
渓
剣
道
の
潮
流
は
、
伊
藤

碩
士
（
Ｓ
40
教
大
体
育
）、
目
黒
大
作
（
Ｓ
43
教
大
健
康
）、
渡
邉

明
（
Ｓ
48
教
大
武
道
）、
加
賀
谷
宗
篤
（
Ｓ
52
教
大
武
道
）、
木
浪

恒
二（
Ｓ
58
筑
大
体
育
）、現
支
部
長
保
坂
文
明（
Ｓ
59
筑
大
体
育
）

各
剣
士
に
よ
っ
て
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

あ
き
た
茗
渓
会
小
島
貞
明
(Ｓ
32
教
大
農
経
)

茗
渓
会
は
長
く
財
団
法
人
と
し
て
歴
史
を
歩
み
、
現
在
も
、
そ

の
公
益
性
を
保
持
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
異
論
の
な
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
茗
渓
会
の
公
益
性
の
第
一
は
⽛
茗
渓
人
と
し
て
の
生

き
方
と
在
り
方
⽜
の
伝
承
に
あ
り
、
そ
う
し
た
人
材
の
育
成
こ
そ

が
、
茗
渓
会
の
由
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

◆
茗
渓
会
に
生
き
た
茗
渓
人

茗
渓
会
に
対
す
る
清
水
進
一
（
Ｓ
43
教
大
数
学
）
の
基
本
的
な

考
え
方
は
明
快
で
、⽛
同
窓
会
の
活
動
は
、
同
じ
水
で
育
っ
た
縁
を

大
切
に
年
齢
の
違
い
を
抜
き
に
し
て
交
流
し
て
い
く
も
の
⽜
と
い

う
。
そ
れ
は
信
条
と
も
い
え
る
も
の
で
、⽛
茗
渓
の
水
で
育
っ
た
者

な
ら
ば
、
一
つ
で
も
年
長
で
あ
れ
ば
、
先
輩
と
し
て
疑
い
も
な
く

敬
い
ま
す
し
、
ひ
と
つ
下
で
も
50
歳
下
の
筑
波
大
生
で
も
可
愛
い

後
輩
で
あ
り
、
や
み
く
も
に
面
倒
を
み
た
り
支
援
し
た
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
⽜（⽝
茗
渓
か
な
が
わ
⽞）
と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い
る
。

そ
の
根
底
に
は
、
茗
渓
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
神
奈
川
茗
渓

会
主
催
の
講
演
会
（
演
題
⽛
茗
渓
と
私
⽜）
で
、
以
下
の
体
験
か
ら

話
し
始
め
て
い
る
。⽛
私
は
昭
和
20
年
⚗
月
の
生
ま
れ
、
ま
さ
に
敗

戦
後
の
70
年
余
り
を
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
何
度
か
人
生

の
節
目
と
い
う
時
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
時
々
に
茗
渓
関
係
者
の

方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
…
私
は
数
学
が
大
嫌
い
だ
っ
た

の
で
す
が
、
高
校
に
入
っ
て
茗
渓
出
身
の
先
生
と
出
会
っ
て
大
好

き
に
な
り
、
大
学
は
教
育
大
に
行
く
し
か
な
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。⽜（⽝
茗
渓
か
な
が
わ
⽞）。

数
学
科
の
後
輩
で
職
場
を
共
に
し
た
大
畑
多
津
雄
（
Ｓ
52
教
大

数
学
、
現
神
奈
川
茗
渓
会
会
長
）
は
、
清
水
の
叙
勲
を
祝
う
会
で

の
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。⽛
叙
勲
を
祝
う
会
は
先
輩
が
お
亡
く

な
り
に
な
る
⚓
か
月
前
の
こ
と
で
し
た
。
叙
勲
に
際
し
て
の
先
輩

の
お
話
は
、
出
だ
し
は
声
も
か
す
れ
て
い
て
本
当
に
苦
し
そ
う
で

し
た
が
、
話
が
進
む
に
つ
れ
教
師
魂
に
火
が
つ
い
て
、
病
気
を
患

っ
て
い
る
の
が
ウ
ソ
の
よ
う
に
、
実
に
活
き
活
き
と
力
の
あ
る
声

で
話
し
通
さ
れ
ま
し
た
。
後
で
聞
い
た
話
で
す
が
、
自
宅
へ
戻
っ

た
後
、
あ
ま
り
の
お
疲
れ
で
、
し
ば
ら
く
横
に
な
っ
て
い
た
と
の

こ
と
。
ど
う
い
う
状
況
に
あ
っ
て
も
決
し
て
手
を
抜
か
ず
、
そ
の

場
そ
の
場
を
全
力
で
取
り
組
む
先
輩
の
姿
勢
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。⽜（⽝
茗
渓
か
な
が
わ
⽞）

人
生
の
節
目
に
お
け
る
茗
渓
人
と
の
出
会
い
を
恩
恵
と
感
じ
て

い
た
こ
と
。
仕
事
ぶ
り
は
念
入
り
に
し
て
簡
潔
で
あ
り
気
配
り
が

行
き
届
い
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
状
況
下
で
も
決
し

て
手
を
抜
か
ず
、
そ
の
場
そ
の
場
を
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。
ま

さ
に
茗
渓
を
所
作
と
し
て
生
き
抜
い
た
茗
渓
人
で
あ
っ
た
。

神
奈
川
茗
渓
会
矢
野
正
人
(Ｓ
53
教
修
農
学
)

◆
先
輩
は
綺
羅
星
の
ご
と
く

昭
和
29
年
、
教
育
を
志
す
な
ら
こ
の
大
学
と
勧
め
ら
れ
て
、
東

京
教
育
大
学
に
入
学
で
き
た
。
…
⚓
月
末
⽛
寿
し
市
⽜
の
歓
迎
コ

ン
パ
に
列
席
さ
れ
た
先
輩
達
の
顔
ぶ
れ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
高
校
教

育
界
や
教
育
系
大
学
で
活
躍
さ
れ
る
先
生
方
や
そ
れ
を
目
指
す
先

輩
達
が
、
新
入
生
の
私
に
は
、
綺
羅
星
の
ご
と
く
居
並
ん
で
見
え

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
末
席
に
座
せ
る
こ
と
の
で
き
た
幸
に
胸
の

高
鳴
り
を
覚
え
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

茗
渓
会
埼
玉
支
部
荒
井

桂
(Ｓ
33
教
大
東
史
)

茗
渓
人
が
持
つ
先
輩
へ
の
思
い
は
、
あ
る
種
、
独
特
の
も
の
で
、

⽛
畏
敬
⽜
と
い
う
表
現
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
根
底
に

は
⽛
茗
渓
人
と
し
て
の
矜
持
⽜
が
あ
り
、
そ
れ
は
我
々
同
窓
の
生

き
方
や
在
り
方
に
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
も
の
で
、
こ
れ
こ
そ
、
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師
範
学
校
以
来
、
幾
多
の
改
編
を
乗
り
越
え
、
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
茗
渓
会
と
中
国
留
学
生

昭
和
49
年
、
国
慶
節
会
場
北
京
人
民
大
会
堂
に
、
周
恩
来
首
相

に
続
き
鄧
小
平
氏
が
入
場
す
る
と
、
中
国
人
出
席
者
は
総
立
ち
感

激
し
涙
を
流
し
た
。
中
国
が
こ
の
時
舵
を
大
き
く
切
っ
た
と
い
う

こ
と
に
、
こ
の
時
の
私
に
は
気
づ
く
由
も
な
か
っ
た
。

翌
日
の
夕
食
後
突
然
、
対
日
関
係
の
高
官
張
香
山
氏
よ
り
招
請

が
あ
り
、
中
南
海
の
執
務
室
で
、
長
時
間
親
し
く
歓
談
し
た
。

自
身
が
東
京
高
等
師
範
学
校
に
学
ん
だ
こ
と
、
一
方
、
周
恩
来

首
相
は
日
本
入
国
が
遅
れ
日
本
語
習
得
の
時
間
が
な
く
、
東
京
高

等
師
範
学
校
に
学
べ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
懐
か
し
む
よ
う
に
、

時
々
通
訳
の
不
足
部
分
を
流
暢
な
日
本
語
で
訂
正
し
な
が
ら
説
明

さ
れ
た
。

私
が
東
京
教
育
大
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
も
ご
存
じ
で
、
現
在

の
大
学
の
場
所
や
建
物
な
ど
を
説
明
す
る
と
、
大
学
が
大
き
く
変

化
し
た
こ
と
に
驚
い
て
お
ら
れ
た
。
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る
茗
渓

会
の
話
に
及
ぶ
と
、
張
香
山
氏
は
時
間
が
許
せ
ば
自
国
で
も
立
ち

上
げ
た
い
と
、
い
か
に
も
残
念
そ
う
で
あ
っ
た
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
に
関
わ
っ
た
偉
人
た
ち
が
、
最
初
に
日

本
の
教
育
に
注
目
し
、
そ
の
学
舎
と
し
て
茗
溪
会
の
礎
で
あ
っ
た

東
京
師
範
学
校
を
選
ん
だ
こ
と
に
、
私
は
感
慨
ひ
と
し
お
だ
っ
た
。

…
文
化
大
革
命
の
最
中
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
か
ら
中
国
は
大
き

く
政
治
、
経
済
の
舵
を
切
り
替
え
、
そ
の
後
曲
折
を
経
て
、
い
ま

や
中
国
は
灼
熱
の
太
陽
と
な
っ
て
輝
い
て
い
る
。

あ
き
た
茗
渓
会
西
村
伸
平
(Ｓ
47
教
修
農
学
)

◆
桐
の
葉
は
残
っ
た

令
和
に
な
っ
て
最
初
の
⽛
石
川
茗
渓
会
⽜
が
開
催
さ
れ
た
。
…

宴
が
始
ま
り
近
況
報
告
に
移
る
と
何
人
も
の
出
席
者
か
ら
⽛
嬉
し

く
て
箱
根
駅
伝
を
応
援
に
行
っ
て
来
た
⽜⽛
20
チ
ー
ム
中
20
位
だ
っ

た
が
グ
ッ
ズ
（
襷
や
タ
オ
ル
等
）
の
売
れ
行
き
が
優
勝
の
青
学
と

肩
を
並
べ
る
程
で
、
す
ぐ
品
切
れ
に
な
っ
た
⽜⽛
沿
道
の
筑
波
大
フ

ァ
ン
の
数
が
凄
か
っ
た
⽜
等
の
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
楽
し

い
酒
宴
と
な
っ
た
。
東
京
高
師
か
ら
受
け
継
が
れ
て
来
た
⽛
桐
の

葉
⽜
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
。

私
が
大
学
⚔
年
生
に
な
っ
た
年
に
筑
波
大
学
が
開
校
し
た
。
当

時
、
多
く
の
部
が
そ
の
継
承
を
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
み
揉
め
て
い

た
。
私
の
所
属
し
て
い
た

陸
上
競
技
部
も
同
様
で
あ

っ
た
。
ど
ん
な
形
で
継
承

し
よ
う
か
、
そ
れ
と
も
東

京
教
育
大
学
陸
上
部
と
し

て
終
止
符
を
打
つ
か
、
部

員
同
士
で
毎
日
遅
く
ま
で

話
し
合
い
を
持
ち
、
最
後

は
投
票
で
筑
波
大
学
へ
受

け
継
い
で
行
こ
う
と
い
う

結
論
に
達
し
た
。

そ
の
前
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
は
、
伊
達
藩
の

原
田
甲
斐
を
題
材
に
し
た

⽛
樅
の
木
は
残
っ
た
⽜
で

あ
っ
た
。

東
京
高
師
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝
統
が
筑
波
大
学
へ
受
け
継
が

れ
た
話
を
新
聞
や
週
刊
誌
は
タ
イ
ト
ル
に
擬
え
て
⽛
桐
の
葉
は
残

っ
た
⽜
と
、
見
出
し
で
大
き
く
取
り
上
げ
た
。

⽛
残
っ
た
桐
の
葉
⽜
は
次
の
時
代
へ
と
確
実
に
受
け
継
が
れ
て

ゆ
く
こ
と
を
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

石
川
茗
渓
会
松
本

彰
(Ｓ
50
教
大
体
育
)

◆
会
報
⽝
む
さ
し
の
⽞
の
発
行

埼
玉
支
部
会
報
⽝
む
さ
し
の
⽞
は
昭
和
50
年
に
発
刊
し
た
。

当
時
、
茗
溪
会
の
求
心
力
が
低
減
し
、
会
合
へ
の
出
席
状
況
等

も
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
状
況
を
脱
却
す
る

た
め
、
茗
溪
と
い
う
大
木
の
隅
々
に
情
報
を
伝
達
す
る
機
能
が
是

非
と
も
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
会
報
発
刊
に
至
っ
た
も

の
で
あ
る
。
…
創
刊
号
の
編
集
後
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

⽛
武
蔵
野
に
点
在
す
る
職
場
を
つ
な
ぎ
会
員
が
心
温
ま
る
思
い

で
明
日
へ
の
活
力
源
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

同
窓
会
と
い
う
も
の
の
性
格
や
在
り
方
に
つ
い
て
は
種
々
の
考

え
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
母
校
を
巣
立
っ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
年

輪
を
経
て
い
ま
す
が
、
大
塚
の
台
地
は
ど
う
変
容
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
筑
波
に
は
新
し
い
学
園
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
縦
横
の
つ
な
が
り
を
密
に
し
て
当
面
す

る
課
題
に
対
処
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。⽜（
岡
安
志
朗
）

茗
渓
会
埼
玉
支
部
青
木
勇
藤
(Ｓ
55
筑
大
人
文
)

茗
渓
の
歴
史
は
、
順
風
満
帆
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
、
茗
渓
の

矜
持
が
結
束
を
促
し
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
と
も
思
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
よ
う
に
、
各
地
域
組
織
は
工
夫
を
凝
ら
し

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
地
域
同
士
が
手
を
携
え
る
こ
と
や
様
々

な
工
夫
を
交
換
し
合
う
こ
と
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
本
部

と
地
域
組
織
と
の
連
携
協
力
も
必
要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

茗
渓
創
基
150
年
を
機
に
、
地
域
組
織
の
歩
み
を
検
証
し
、
課
題

解
決
へ
の
道
筋
を
探
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

⽛
組
織
と
し
て
の
歩
み
⽜に
見
る
独
自
性
と
工
夫

1

様
々
な
会
合

各
地
域
は
、
総
会
を
概
ね
夏
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
⚕
月
開

催
の
本
部
総
会
に
参
加
し
た
代
議
員
が
報
告
す
る
場
を
設
け
る
た

め
に
開
催
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
各
地
域
が
総
会
以
外
に
開
催
し
て
い
る
会
合
を
紹

介
し
ま
す
。

⑴
新
年
会
（
⚑
月
開
催
）
と
忘
年
会
（
12
月
開
催
）

◆
栃
木
県
支
部
、
徳
島
県
茗
渓
会
、
熊
本
県
支
部
、
そ
し
て
、

新
潟
茗
渓
会
長
岡
・
魚
沼
支
部
は
⽛
新
年
会
⽜、
北
海
道
茗
渓

会
は
⽛
新
年
懇
親
会
⽜。
青
森
支
部
は
、
懇
親
会
（
忘
年
会
）

を
開
い
て
い
る
。

◆
新
年
会
や
忘
年
会
で
は
、
研
修
会
や
講
演
会
を
兼
ね
る
こ
と

が
多
く
、
北
海
道
茗
渓
会
は
、
教
育
講
演
会
と
研
修
会
を
隔

年
に
実
施
し
、
徳
島
県
茗
渓
会
は
⽛
同
窓
談
話
⽜、
熊
本
県
支

部
は
⽛
講
話
会
⽜
を
開
催
し
て
い
る
。

⑵
教
育
研
修
会
・
教
科
会

◆
研
修
組
織
は
、
千
葉
茗
渓
会
の
青
桐
会
（
中
堅
教
員
の
会
）

占
春
会（
教
頭
選
考
受
験
者
を
中
心
に
夏
季
休
業
中
に
開
催
）、

神
奈
川
茗
渓
会
の
新
泉
組
（
新
人
教
員
の
研
修
会
）
が
あ
る
。

◆
茨
城
茗
渓
会
で
は
、
数
学
、
理
科
、
地
歴
公
民
、
体
育
な
ど

教
科
を
中
心
と
し
た
研
修
会
や
⽛
義
務
教
育
の
集
い
⽜
が
あ

る
。
静
岡
県
支
部
で
も
⽛
茗
数
会
⽜
な
ど
教
科
研
修
会
が
開

か
れ
て
い
る
。

◆
愛
知
支
部
に
は
、⽛
一
厘
の
会
⽜（
茗
渓
会
地
理
歴
史
科
・
公
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◆
福
岡
支
部
の⽛
若
手
の
会
⽜、

そ
し
て
、
神
奈
川
茗
渓
会

の
⽛
若
手
の
会
⽜
は
⽛
神

奈
川
産
業
人
倶
楽
部
⽜
と

⽛
新
泉
組
⽜（
新
人
教
員
の

会
）
と
の
合
同
開
催
（⽛
若

手
交
流
会
⽜）
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
る
。
愛
知
支
部

は
⽛
茗
友
会
若
手
の
会
⽜

（
保
健
体
育
科
教
員
の
会
）

◆
筑
波
大
学
卒
業
生
に
よ
る
、

愛
知
支
部
の
⽛
筑
波
大
学

卒
業
生
の
会
⽜
や
愛
媛
茗

渓
会
の
⽛
愛
媛
つ
く
ば
の

会
⽜
が
あ
る
。

◆
愛
知
支
部
の⽛
桐
花
の
会
⽜、

大
阪
茗
渓
会
の
⽛
茗
香
会
⽜。
い
ず
れ
も
夕
刻
以
降
だ
と
参
加

し
に
く
い
女
性
会
員
の
た
め
に
、
参
加
可
能
な
時
間
帯
を
設

定
し
て
の
会
合
と
な
っ
て
い
る
。

⑸
教
育
管
理
職
の
交
流

◆
茨
城
茗
渓
会
⽛
有
志
会
⽜
大
阪
茗
渓
会
⽛
如
月
会
⽜
神
奈
川

茗
渓
会
⽛
12
月
会
⽜
愛
知
支
部
⽛
天
久
保
倶
楽
部
（
教
頭
研

修
会
）
が
あ
る
。

◆
静
岡
茗
渓
会
⽛
茗
長
会
⽜
千
葉
茗
渓
会
は
⽛
茗
長
会
⽜
と
⽛
茗

頭
会
⽜
合
同
で
、
年
⚒
回
開
催
し
て
い
る
。

⑹
地
区
や
職
域
の
会
合

各
地
域
の
地
理
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
複
数
の
地
区
に
分
か

れ
、
地
区
ご
と
に
会
合
を
重
ね
て
い
る
組
織
も
あ
り
ま
す
。

◆
山
形
県
支
部
は
、
地
区
総
会
（
庄
内
地
区
で
は
酒
田
・
鶴
岡

で
隔
年
実
施
。
最
北
地
区
で
は
新
庄
市
を
中
心
に
）
を
開
催
。

◆
福
島
県
支
部
で
は
、
五
方
部
（
県
北
・
県
南
・
会
津
・
い
わ

き
・
相
双
）
の
情
報
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
た
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
徐
々
に
再

開
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
愛
知
支
部
は
、
茗
渓
会
尾
西
北
地
区
、
茗
渓
会
西
三
河
地
区
、

名
古
屋
市
立
茗
渓
会
、東
三
茗
渓
会
、茗
渓
会
名
古
屋
地
区
・

尾
東
地
区
、
知
多
茗
渓
会
と
い
っ
た
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
会
合

を
持
ち
、
相
互
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

◆
鳥
取
県
茗
渓
会
も
東
西
に
長
い
事
情
が
あ
り
、
総
会
の
ほ
か

に
、
県
西
部
地
区
懇
親
会
（
米
子
市
）
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

◆
群
馬
県
支
部
で
は
、
東
毛
地
区
茗
渓
会
が
あ
る
。
ま
た
、
職

域
組
織
と
し
て
県
庁
茗
渓
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

◆
富
山
県
支
部
で
は
、
高
岡
支
部
の
会
合
が
あ
り
、
富
山
県
職

員
茗
渓
会
が
組
織
さ
れ
、
熊
本
県
支
部
で
も
、
県
庁
茗
渓
会

が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

◆
茨
城
茗
渓
会
に
は
、
県
庁
、
各
事
業
所
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ

て
い
る
県
内
支
部
の
集
い
が
あ
る
。

◆
神
奈
川
茗
渓
会
は
、
県
内
五
地
区
の
ほ
か
に
、
県
央
の
愛
甲

郡
・
厚
木
市
・
海
老
名

市
の
同
窓
の
集
ま
り
と

し
て
⽛
愛
厚
海
⽜
を
開

催
し
て
い
る
。

⑺
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催

◆
神
奈
川
茗
渓
会
は
、
教

員
だ
け
で
な
く
民
間
や

行
政
の
同
窓
が
交
流
で

き
る
機
会
と
し
て
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て

い
る
。
茨
城
茗
渓
会
や

佐
賀
県
支
部
も
同
様
の

意
図
で
開
催
し
て
い
る

よ
う
に
も
思
え
る
。





民
科
研
修
会
）、⽛
茗
渓
会
理
科
・
農
業
科
の
会
⽜、⽛
愛
語
会
⽜

（
茗
渓
会
国
語
科
・
英
語
科
研
修
会
）、⽛
茗
数
会
⽜（
数
学
科
）、

⽛
茗
友
会
・
茗
友
会
若
手
の
会
⽜（
茗
渓
会
保
健
体
育
科
研
修

会
）
が
あ
る
。

◆
新
潟
茗
渓
会
は
、
管
理
職
研
修
会
（
10
月
）、
教
員
採
用
試
験

研
修
会
（
⚒
月
）、
新
春
教
育
懇
談
会
（
⚒
月
）
な
ど
、
教
育

研
修
を
推
進
し
て
い
る
。

⑶
学
科
・
部
活
の
会

体
育
系
卒
業
生
の
集
い
は
、⽛
茗
体
会
⽜
を
は
じ
め
、
部
活
動

の
同
窓
会
な
ど
、
全
国
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
山
形
県
支
部
の
⽛
茗

朋
会
⽜、
神
奈
川
茗

渓
会
の
⽛
桐
心
会
⽜、

熊
本
県
支
部
、
静
岡

県
支
部
、
愛
知
支
部
、

大
阪
茗
渓
会
、
兵
庫

支
部
の
⽛
茗
友
会
⽜、

富
山
県
支
部
で
は
、

⽛
茗
渓
体
育
部
会
⽜

が
会
合
し
て
い
る
。

◆
愛
知
支
部
は
⽛
愛
知

茗
柏
会
（
柔
道
部
Ｏ

Ｂ
会
）、⽛
筑
波
大
学

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
⽜、

⽛
愛
知
茗
球
会
⽜（
硬

式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
）

を
紹
介
し
て
い
る
が
、

他
の
地
域
で
も
多
く
の
部
活
動
の
同
窓
会
が
開
か
れ
て
い
る

こ
と
と
思
う
。

◆
岐
阜
茗
渓
会
は
、
体
育
学
部
（
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
）

卒
業
者
の
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
る
。

⑷
若
手
の
交
流
会

各
地
域
組
織
共
通
の
悩
み
と
し
て
、
若
年
層
の
加
入
や
参
加

率
の
低
さ
が
あ
る
よ
う
で
、
そ
う
し
た
実
情
を
打
破
す
べ
く
、

若
手
の
交
流
を
進
め
て
い
る
地
域
組
織
も
あ
り
ま
す
。

茗朋会(令和元年 山形県支部)

第⚑回⽛若手の会⽜(平成24年 神奈川茗渓会)

ゴルフコンペ(平成20年 佐賀県支部)

今
回
は
、
各
地
域
か
ら
い
た
だ
い
た
原
稿
を
も
と
に
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
他
の
地
域
で
も
、
そ
う
い

っ
た
組
織
、
研
修
会
を
始
め
と
す
る
会
合
は
多
く
あ
る
と
想

像
で
き
ま
す
。
漏
れ
の
な
い
紹
介
で
は
な
い
こ
と
を
、
ご
容

赦
下
さ
い
。

現
在
、⽛
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
(PeerGarden）⽜
で
各
地
域
や

同
窓
の
組
織
、
事
業
や
会
合
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

組
織
や
会
合
の
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

peer@
m
eikeiõorõjp

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
を
集
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
覧
に
し
て
公
開
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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◆
岐
阜
茗
渓
会
は
、⽛
数
年
前
か
ら
、
初
め
て
の
参
加
者
に
は
懇

親
会
費
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
と
す
る
取
組
を
始
め
た
。

若
手
の
参
加
が
少
し
ず
つ
増
え
、
ま
た
、
女
性
の
参
加
者
も

増
え
て
き
て
い
る
⽜
と
報
告
し
て
い
る
。
茨
城
茗
渓
会
は
、
新

卒
者
を
無
料
招
待
と
し
て
い
る
が
、
岐
阜
茗
渓
会
や
茨
城
茗

渓
会
と
同
様
の
工
夫
を
し
て
い
る
地
域
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

◆
ま
た
、
参
加
者
へ
の
配
慮
と
し
て
、⽛
業
種
を
超
え
た
年
代
別

の
テ
ー
ブ
ル
配
置
（
茨
城
茗
渓
会
）
と
い
う
工
夫
も
あ
る
。

⑶
地
域
組
織
に
お
け
る
運
営
の
工
夫

◆
⽛
事
務
局
が
、
現
役
世
代
で
あ
り
、
仕
事
、
授
業
、
部
活
指

導
な
ど
で
忙
し
い
た
め
、
平
成
31
年
か
ら
、
早
期
退
職
し
た

会
員
が
事
務
局
の
補
佐
を
買
っ
て
出
て
い
る
⽜（
あ
き
た
茗

渓
会
）
よ
う
に
、
先
輩
が
後
輩
を
手
助
け
す
る
対
応
が
あ
る

一
方
で
、⽛
事
務
局
体
制
も
年
配
者
で
は
な
く
、
若
手
に
変
更

す
る
な
ど
、
思
い
切
っ
た
⽛
改
革
⽜
が
必
要
な
時
期
か
も
し

れ
な
い
⽜（
徳
島
県
茗
渓
会
）
な
ど
、
地
域
組
織
の
運
営
に
は

事
務
局
の
役
割
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
あ
る
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、⽛
持
続
可
能
な
事
務
局
組
織
を
再
構
築

し
た
い
（
岡
山
県
茗
渓
会
）
と
い
う
の
が
共
通
の
思
い
で
し

ょ
う
か
。

⑷
地
域
（
支
部
）
の
組
織
改
革

⽛
持
続
可
能
な
事
務
局
の
再
構
築
⽜
は
、
熊
本
県
支
部
の
よ
う

に
、
組
織
や
運
営
の
変
革
を
伴
う
か
も
し
れ
な
い
ま
せ
ん
。

◆
⽛
複
数
人
の
幹
事
団
で
運
営
し
て
い
た
熊
本
県
支
部
を
、
理

事
若
干
名
と
事
務
局
と
し
て
組
織
化
し
、
理
事
を
県
北
地
区
、

県
央
地
区
、
県
南
地
区
か
ら
選
任
し
、
事
務
局
（
事
務
局
長
、

庶
務
、
会
計
）
を
熊
本
大
学
内
に
置
き
、
会
の
充
実
・
安
定

化
を
図
っ
た
⽜（
熊
本
県
支
部
）

◆
鳥
取
県
茗
渓
会
は
、⽛
東
西
に
長
い
⽜地
理
上
の
事
情
で
、⽛
役

員
が
県
内
会
員
と
の
日
常
的
な
接
触
が
少
な
い
⽜
と
い
う
現

状
把
握
を
も
と
に
、⽛
平
成
⚕
年
か
ら
副
会
長
を
四
名
に
増

や
し
、
東
・
中
・
西
部
各
地
域
の
副
会
長
に
お
願
い
し
、
少

し
で
も
多
く
の
会
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
⽜
努
力
を
進
め

て
い
る
。

◆
福
井
県
支
部
は
、
県
内
組
織
に
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
導
入
し
、
運

営
の
変
革
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
、⽛
ブ
ロ
ッ
ク
輪
番
制

が
根
付
き
だ
し
、
県
内
各
方
面
で
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

で
、
地
域
で
の
会
員
同
士
の
交
流
が
活
性
化
さ
れ
、
総
会
へ

の
参
加
人
数
も
増
加
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
輪
番
制
の
効
果
か
、

近
年
は
教
育
関
係
者
以
外
の
方
が
、
総
会
に
参
加
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
き
た
⽜
と
い
う
成
果
を
報
告
し
て
い
る
。

◆
神
奈
川
茗
渓
会
は
、
会
則
改
定
に
よ
り
、
副
会
長
の
役
割
と

分
担
を
以
下
の
よ
う
に
明
確
に
し
て
い
る
。、

•
会
長
代
行

会
長
を
代
行
し
、
他
の
副
会
長
を
統
括

•
行
政
担
当

官
公
庁
、
公
的
機
関
等
の
同
窓
の
把
握

•
学
校
担
当

大
学
、
小
中
高
等
の
同
窓
の
把
握

•
企
業
担
当

企
業
、
法
政
、
医
療
等
の
同
窓
の
把
握

•
地
区
担
当

五
地
区
の
地
区
委
員
を
統
括

ま
た
、
事
務
局
を
組
織
的
に
位
置
づ
け
、

•
事
務
局
長
、

•
庶
務
係
（
総
会
事
務
担
当
、
広
報
記
録
担
当
）、

•
会
計
係
（
会
費
管
理
担
当
、
名
簿
管
理
担
当
）

計
16
名
の
陣
容
で
運
営
し
、
最
近
は
、
事
務
局
経
験
者
が

会
長
や
副
会
長
、
あ
る
い
は
代
議
員
や
顧
問
と
な
っ
て
い
る
。

茗
渓
会
の
組
織
的
・
将
来
的
課
題

⽛
令
和
元
年
度
の
県
支
部
総
会
に
筑
波
大
学
卒
業
⚒
名
で
福
岡

市
に
弁
護
士
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
会
員
が
参
加
し
て
い
た
。

こ
れ
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
と
記
憶
し
て
い
る
⽜。

福
岡
茗
渓
会
の
感
想
で
す
。
茗
溪
会
が
⽛
教
員
だ
け
の
会
⽜
と

い
う
印
象
の
ま
ま
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
⽛
半
ば
必
然
的
と
も

い
う
べ
き
組
織
的
・
将
来
的
課
題
⽜（
埼
玉
支
部
）
と
し
て
認
識
し
、

事
態
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

1

教
職
者
の
減
少
と
茗
渓
会

⑴
教
職
者
減
少
の
実
感

◆
⽛
振
り
返
れ
ば
、⽛
昭
和
⽜
の
終
わ
り
頃
の
都
立
高
校
の
管
理

職
は
校
長
だ
け
で
150
名
近
く
を
数
え
、
都
立
高
校
200
余
校
の

実
に
75
％
を
占
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
30
年
経

っ
た
現
在
、
現
職
の
校
長
は
10
名
程
度
（
全
体
の
⚕
％
）
ま

で
減
少
し
た
⽜
と
い
う
東
京
茗
渓
会
の
記
事
は
、⽛
近
年
、
筑

波
大
学
卒
業
生
が
教
員
に
な
る
割
合
も
少
な
く
な
り
、
本
県

も
そ
の
例
外
で
は
無
い
⽜（
福
井
県
支
部
）
と
い
う
よ
う
に
、

他
の
地
域
で
も
共
通
の
実
感
と
思
わ
れ
る
。
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会
合
の
課
題
と
工
夫

⑴
会
員
把
握
と
案
内
の
方
法

⽛
県
内
に
在
住
し
て
い
る
会
員
の
把
握
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
と
く
に
、
新
規
会
員
の
把
握
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で

あ
り
、
今
後
支
部
組
織
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
難
し
い
時

代
に
な
る
と
思
わ
れ
る
⽜（
山
形
支
部
）
と
い
う
課
題
認
識
は
、

各
地
域
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

◆
石
川
茗
渓
会
は
、⽛
全
員
の
住
所
や
近
況
を
掴
め
て
い
な
い
。

毎
年
の
出
入
り
（
入
学
生
や
卒
業
生
等
を
含
め
て
）
す
る
会

員
の
把
握
が
し
っ
か
り
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。⽛
石
川
茗

渓
会
⽜
の
活
動
状
況
や
⽛
総
会
・
懇
親
会
⽜
の
案
内
が
送
れ

る
の
は
五
割
程
度
に
留
ま
り
、
出
席
は
一
割
程
度
の
三
十
人

前
後
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
⽜
と
詳
細
に
記
し
て

い
る
。

◆
大
阪
茗
渓
会
も
、⽛
個
人
情
報
保
護
の
必
要
性
か
ら
支
部
名

簿
発
行
が
平
成
23
年
度
を
最
後
に
取
り
や
め
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
会
員
相
互
の
連
絡
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
新
卒
者
の
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
今
後
の
活
動
の

問
題
点
で
あ
る
⽜
と
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

会
員
把
握
の
課
題
は
、
筑
波
大
学
の
学
生
や
卒
業
生
へ
の
働
き

か
け
と
も
い
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、⽛
在
学
生
に
対
す
る
働
き
か

け
を
本
部
・
支
部
が
一
体
と
な
っ
て
強
化
し
て
い
け
な
い
か
⽜（
福

島
県
支
部
）
と
い
う
問
い
か
け
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
受
け
止

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
把
握
は
、
同
時
に
、
会
員
拡
大
に
も
通
じ
ま
す
。

地
域
組
織
の
存
在
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
参
加
の
機
会
を
つ

く
る
努
力
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
あ

き
た
茗
渓
会
は
、
往
復
葉
書
に
よ
る
開
催
通
知
や
近
況
報
告
だ
け

で
は
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
に
よ
り
同
窓
会
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
山
形
県
支
部
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
等
に
も
力
を
入
れ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑵
参
加
者
へ
の
配
慮

若
い
世
代
の
参
加
を
促
す
試
み
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に

⽛
若
手
の
会
⽜⽛
筑
波
大
学
卒
業
生
の
会
⽜
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

も
う
一
歩
進
め
て
、
若
い
世
代
が
地
域
総
会
等
に
参
加
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
工
夫
も
あ
り
ま
す
。
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◆
今
後
は
教
員
以
外
の
職
に
就
く
会
員
が
多
く
な
る
こ
と
は
自

明
で
あ
る
。
従
っ
て
、
会
の
目
的
を
教
員
間
の
交
流
の
み
に

と
ど
め
ず
、
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
を
推
し
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。（
岩
手
支
部
）

◆
県
立
学
校
教
員
関
係
者
を
中
心
と
し
た
本
県
支
部
を
、
民
間

企
業
や
官
公
庁
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

に
広
く
参
加
い
た
だ
け
る
組
織
に
変
革
し
、
異
業
種
交
流
も

進
め
な
が
ら
新
た
な
価
値
創
造
や
発
想
転
換
の
機
会
と
し
て

い
く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
組
織
に
し
て
い
く
上
で
大
切
で

は
な
い
か
と
思
う
。（
福
島
県
支
部
）

◆
教
育
界
に
留
ま
ら
ず
、
他
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
や
幅
広
い

年
代
が
集
う
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。（
静
岡
県
支
部
）

◆
現
在
、
会
員
の
多
く
は
、
主
に
東
京
教
育
大
学
卒
業
生
と
教

員
志
望
が
多
か
っ
た
初
期
の
筑
波
大
学
卒
業
生
で
あ
り
大
半

が
学
校
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
部
の
運
営
を

は
じ
め
と
し
総
会
等
の
参
加
者
は
学
校
関
係
者
が
大
部
分
を

占
め
て
い
る
。
今
後
は
、
民
間
企
業
等
に
勤
務
し
て
い
る
会

員
に
も
茗
渓
会
へ
の
参
加
を
促
す
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。（
愛
知
支
部
）

◆
支
部
の
活
動
は
、
教
育
関
係
者
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
、
産
業
人
の
積
極
的
な
参
加
が
な
く
て
は
支
部
の
発

展
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
新
た
な

組
織
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
他

府
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
兵
庫
県
内
居
住
者
や
勤
務
者
の
掘

り
起
こ
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。（
兵
庫
支
部
）

◆
三
重
茗
渓
会
は
、⽛
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
総
会
等

に
来
て
い
た
だ
く
本
部
か
ら
の
理
事
に
つ
い
て
、
教
員
以
外

で
活
躍
さ
れ
て
み
え
る
方
を
招
く
な
ど
、
茗
渓
会
本
部
の
豊

富
な
人
材
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
教
員
以
外
の

職
種
の
同
窓
生
の
方
々
に
も
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り

に
努
め
た
い
⽜
と
提
言
し
て
い
る
。

⽛
筑
波
大
卒
業
生
が
会
員
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、

平
成
26
年
に
初
め
て
筑
波
大
卒
の
会
長
が
就
任
し
た
⽜
と
大
分
県

茗
渓
会
の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
茗
渓
会
本
部
に
お
い
て
も
、

理
事
は
筑
波
大
卒
が
多
数
を
占
め
、
官
公
庁
・
企
業
関
係
者
も
今

後
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

⑷
新
た
な
会
員
構
成
に
向
け
て
努
力
す
る

◆⽛（
筑
波
大
学
が
）
総
合
大
学
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
関

係
以
外
で
も
各
界
で
活
躍
す
る
会
員
が
増
え
、
大
分
県
庁
や

大
分
銀
行
な
ど
多
く
の
会
員
が
在
籍
す
る
職
場
も
で
き
て
い

る
⽜（
大
分
県
茗
渓
会
）

◆
⽛
近
年
、
筑
波
大
学
発
足
以
降
は
、
県
庁
を
は
じ
め
公
務
員

や
民
間
企
業
に
も
多
く
就
職
し
て
お
り
、
さ
す
が
筑
波
大
学

と
唸
る
よ
う
な
多
彩
な
人
材
が
熊
本
に
も
根
付
き
始
め
て
い

る
⽜（
熊
本
県
支
部
）

◆
⽛
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け
て
、
や
は
り
昔
の
高
校
教
員
だ

け
の
組
織
で
は
組
織
力
の
低
下
は
免
れ
な
い
。
異
業
種
交
流

と
い
う
観
点
で
、
今
後
組
織
の
活
性
化
や
方
向
性
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。⽜（
徳
島
県
茗
渓
会
）

地
域
に
教
職
以
外
の
同
窓
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、

地
域
組
織
に
参
加
さ
せ
る
機
会
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
い
う
の

が
実
情
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
機
会
提
供
の
試
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
徳
島
県
茗
渓
会
や
千
葉
茗
渓
会
が
進
め
る
⽛
異
業
種
交
流
⽜

は
、
地
元
産
業
従
事
者
の
掘
り
起
こ
し
と
い
う
視
点
で
、
参
考
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

徳
島
茗
渓
会
や
千
葉
茗
渓
会
は
、
新
年
会
等
を
企
画
し
、
異
業

種
交
流
を
進
め
、
そ
の
結
果
、
以
下
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

◆
⽛
…
筑
波
大
学
卒
業
生
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
県
庁
等
の
公

務
員
や
大
塚
製
薬
・
日
亜
化
学
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
徳
島

県
を
代
表
す
る
各
企
業
の
方
々
等
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
総
会
や
新
年
会
参
加
者
も
現

在
で
は
逆
転
し
つ
つ
あ
る
。⽜（
徳
島
県
茗
渓
会
）

◆
⽛
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
支
部
総
会
に
も
千
葉
銀
行
関
係
者

も
参
加
し
、
柏
市
長
も
同
窓
と
い
う
こ
と
で
講
演
を
お
願
い

す
る
な
ど
、
産
業
界
、
企
業
関
係
者
並
び
に
官
公
庁
関
係
者

の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら

に
県
内
の
企
業
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
拡
大

し
、
会
員
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。⽜（
千

葉
茗
渓
会
）

2

異
業
種
交
流
を
展
開
す
る

⑴
産
業
人
の
集
い

教
職
者
が
減
少
す
る
一
方
で
、⽛
産
業
界
で
は
様
々
な
分
野
で

活
躍
す
る
卒
業
生
が
増
え
、
起
業
家
や
大
企
業
の
取
締
役
な
ど
経





⑵
教
職
者
の
減
少
と
地
域
組
織
へ
の
影
響

◆
⽛
か
つ
て
本
県
高
等
学
校
の
校
長
・
教
頭
は
茗
渓
で
⚓
分
の

⚒
を
占
め
た
と
言
わ
れ
た
時
代
か
ら
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の

人
数
は
、
一
桁
台
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
⽜
と
、
新
潟
茗
渓

会
も
そ
の
実
感
を
数
字
に
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
態
は
当

然
の
こ
と
な
が
ら
地
域
組
織
を
窮
地
に
追
い
込
む
こ
と
と
な

る
。

◆
⽛
筑
波
大
学
卒
業
者
が
大
勢
を
占
め
る
状
況
の
中
、
教
員
と

な
っ
て
い
る
者
が
減
少
し
、
組
織
全
体
の
活
性
化
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
。⽜（
岐
阜
茗
渓
会
）

◆
⽛
教
員
主
体
で
あ
っ
た
茗
渓
会
総
会
、
各
種
研
修
会
へ
の
出

席
者
数
は
年
毎
に
減
る
と
と
も
に
会
費
収
入
も
減
少
し
、
年

⚒
回
で
あ
っ
た
会
報
の
発
行
も
年
⚑
回
に
な
る
な
ど
影
響
が

出
て
き
て
い
る
。（
新
潟
茗
渓
会
）

こ
の
こ
と
は
早
く
か
ら
予
想
さ
れ
、
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
61
年
、
埼
玉
支
部
の
黒
木
幹
事
長
は
、
以
下
の
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
た
。⽛
十
年
先
の
茗
溪
会
を
予
測
し
、
現
状
を
顧
み
る
と

き
、
自
ら
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
最
近
の
筑

波
大
学
卒
業
生
中
、
毎
年
教
育
界
に
身
を
投
ず
る
者
の
比
率
が
急

減
し
て
お
り
、
業
界
が
約
700
、
教
育
界
が
約
300
名
で
、
官
界
が
約

100
名
と
い
っ
た
割
合
な
の
で
あ
る
。
…
会
員
の
多
数
が
承
知
し
て

い
る
よ
う
に
、
本
会
の
組
織
が
高
校
教
員
中
心
で
、
極
論
す
れ
ば

業
官
界
在
籍
者
は
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
と
い
っ
た
実
情

で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、
十
年
後
は
会
員
の
掌
握
、
会
費

の
徴
収
さ
え
困
難
と
な
り
、
茗
溪
会
の
存
廃
の
危
機
が
目
前
に
迫

っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。⽜（
会
報
⽝
む
さ
し
の
⽞）

そ
の
⚘
年
後
の
会
報
⽝
む
さ
し
の
⽞
で
、
荒
井
埼
玉
支
部
長
は
、

⽛
茗
溪
会
は
教
員
だ
け
の
会
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
東
京
高
師
か

ら
筑
波
大
に
至
る
卒
業
生
の
す
べ
て
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
宣

揚
歌
（
桐
の
葉
）
に
あ
る
よ
う
に
、
今
や
一
つ
の
流
れ
－
⽛
茗
溪

の
水
⽜
は
筑
波
の
も
と
に
新
泉
と
な
っ
て
溢
れ
出
て
い
ま
す
。
教

育
界
以
外
の
分
野
に
進
出
さ
れ
て
お
ら
れ
る
多
く
の
卒
業
生
と
も

手
を
携
え
な
が
ら
、
強
力
な
茗
溪
会
の
育
成
に
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
⽜
と
記
し
て
い
る
。

⑶
新
た
な
会
員
構
成
を
課
題
と
す
る

各
地
域
か
ら
い
た
だ
い
た
原
稿
に
も
同
様
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
茗
渓
会
本
部
理
事
24
名
は
、
教
職
関
係
16
名
（
大

学
⚗
名
、
高
校
⚙
名
）、
官
公
庁
・
企
業
等
⚘
名
で
構
成
さ
れ
、

東
京
教
育
大
学
卒
業
・
修
了
者
が
⚘
名
、
筑
波
大
学
卒
業
・

修
了
者
が
16
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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が
ら
も
、
縦
か
ら
横
、
横
か
ら
縦
へ
の
波
及
も
意
図
し
て
い
ま
す
。

東
京
茗
渓
会
や
茗
渓
会
本
部
の
試
み
は
、
各
地
域
に
事
例
と
し

て
伝
わ
り
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
⽛
茗
渓
関
西
・
教
育
研
究
・
産
業

人
会
議
（
Ｍ
Ｋ
Ｓ
）⽜
発
足
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
的
な
動
き
と

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑶
地
域
組
織
、
産
業
界
、
教
育
界
の
三
本
立
て
の
運
営

茗
渓
会
は
明
治
15
年
に
発
足
以
来
、
学
部
・
学
科
あ
る
い
は
部

活
動
等
を
も
包
括
す
る
全
学
同
窓
会
と
し
て
長
い
歴
史
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
基
は
教
職
を
共
通
項
と
す
る
同
窓
意
識
に
あ
っ

た
と
も
い
え
ま
す
。
茗
渓
会
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
と
実
績
を
踏
ま

え
、
創
基
150
年
を
機
に
、
教
育
界
に
加
え
て
産
業
界
（
官
界
も
含

む
）
で
活
躍
す
る
同
窓
の
集
ま
り
を
も
う
一
つ
の
柱
と
し
、
両
者

融
合
協
和
し
な
が
ら
、
茗
渓
会
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
し
、

活
動
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

茗
渓
会
本
部
委
員
会
の
ひ
と
つ
に
組
織
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

地
域
組
織
と
の
連
携
協
力
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
が
、
加
え

て
、
二
つ
の
部
会
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業

人
倶
楽
部
運
営
部
会
⽜、
も
う
ひ
と
つ
は
⽛
教
職
研
修
部
会
⽜
で
す
。

つ
ま
り
、
茗
渓
会
は
、
地
域
組
織
と
の
連
携
協
力
を
図
り
な
が

ら
、
産
業
界
（
官
界
も
含
む
）
と
教
育
界
を
二
本
立
て
と
し
て
、

今
後
の
事
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
生
の
教
職
志
望
者
は
少
な
く
、
主
に
教
育
関
係
者
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
茗
渓
会
組
織
が
構
造
変
革
を
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
各
地
域
組
織
に
お
い
て
も
教
職
者
以

外
の
役
員
や
運
営
担
当
者
が
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
で
し
ょ

う
し
、
そ
の
方
向
へ
の
変
更
は
待
っ
た
な
し
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
持
ち
続
け
、
解
決

す
る
道
を
探
ろ
う
と
す
る
努
力
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

⽛
管
理
職
の
な
り
手
が
不
足
し
て
お
り
、
後
継
者
の
育
成
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
⽜（
北
海
道
茗
渓
会
）

こ
れ
は
、
北
海
道
茗
渓
会
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
こ
と
は
自
明

で
、
具
体
的
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

⽛
筑
波
大
学
へ
進
学
し
た
学
生
が
、
再
び
長
崎
県
に
帰
郷
し
、
教

鞭
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
教
員
採
用
試
験
対
策
と
し
て
の

支
援
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。（
長
崎
茗
渓
会
）

こ
の
よ
う
な
支
援
は
各
地
域
に
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
茨
城
、
神
奈
川
で
は
、

合
同
で
教
員
採
用
試
験
対
策
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
試
験
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
教
職
へ
の
誘
い
や
新
人
教

員
に
対
す
る
研
修
な
ど
の
試
み
も
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

茗
渓
の
矜
持
を
胸
に
、
産
業
界
や
官
界
、
あ
る
い
は
事
業
主
と

し
て
活
躍
す
る
。
茗
渓
レ
ガ
シ
ー
を
胸
に
教
壇
や
研
究
に
臨
む
。

こ
の
よ
う
な
思
い
が
⽛
伝
承
と
創
造
⽜
の
形
を
成
し
、
同
窓
に

向
け
た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

茗
渓
で
育
て
て
い
た
だ
い
た

教
育
関
係
者
と
し
て
、
茗
渓
が

日
本
の
教
育
を
支
え
て
き
た
と

い
う
自
負
心
に
は
揺
る
ぎ
が
な

い
。⽛不

易
と
流
行
⽜
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
時
代
の
流
れ
に
敏

感
に
反
応
し
、
組
織
を
変
革
し

て
い
く
た
め
の
新
種
の
精
神
を

持
つ
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
の
一
方
で
愚
直
な
ま

で
に
守
り
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
精
神
が
あ
る
。

日
本
の
教
育
の
中
心
に
い
て
、

日
本
の
教
育
を
支
え
て
い
き
た
い
、
茗
渓
が
日
本
の
教
育
を
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
使
命
感
す
ら
感
じ
て
い
る
。

産
業
人
も
含
め
、
茗
渓
の
す
べ
て
の
人
間
が
こ
の
二
つ
の
精
神

に
共
感
し
、
肩
を
組
み
な
が
ら
、
高
ら
か
に
⽛
宣
揚
歌
⽜
を
歌
え

た
ら
と
思
う
。
神
奈
川
茗
渓
会
大
畑
多
津
雄
(Ｓ
52
教
大
数
学
)





営
者
と
し
て
手
腕
を
発
揮
す
る
卒
業
生

も
出
て
き
た
⽜（
東
京
茗
渓
会
）

◆
こ
う
し
た
状
況
下
で
、⽛
平
成
27

年
か
ら
⽛
茗
渓
・
筑
波
大
学
産
業

人
会
⽜
と
い
う
名
称
で
産
業
界
や

官
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
異
業

種
交
流
の
場
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

卒
業
生
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
の
話
題
提
供
の
後
、
ア
ル
コ

ー
ル
も
交
え
た
参
加
者
相
互
の
交

流
会
で
…
毎
月
第
三
水
曜
日
の
午

後
⚗
時
か
ら
茗
渓
会
館
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
気
軽
に
誰
で
も
参
加

で
き
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
も
多

く
、
50
名
を
超
え
る
時
も
あ
る
。

産
業
界
で
活
躍
す
る
茗
渓
会
会
員

の
た
め
の
身
近
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
と
し
て
成
長
し
て
い
る
⽜（
東

京
茗
渓
会
）

⑵
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

茗
渓
会
本
部
が
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
の
グ
ラ
ン
ド
テ
ー
マ

⽛
伝
承
と
創
造
⽜
を
掲
げ
、
産
官
学
の
大
同
団
結
を
目
指
す
事
業
と

し
て
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
平

成
30
年
⚗
月
の
こ
と
で
し
た
。
以
来
、

若
手
が
中
心
と
な
っ
て
様
々
な
試
み
を

し
て
い
ま
す
。

⽛
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
⽜
は
、

大
学
と
茗
渓
会
の
共
催
で
、
同
窓
の
先

輩
が
在
学
の
後
輩
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
す
る
場
の
提
供
と

し
て
企
画
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

⽛
意
見
交
流
会
⽜
は
、
産
官
学
の
各
界

で
活
躍
す
る
同
窓
の
交
流
を
広
げ
る
目

的
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

産
業
界
ば
か
り
で
な
く
、
教
育
界
や
官

界
の
同
窓
な
ど
多
士
済
々
で
す
。

⽛
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
⽜
と

⽛
意
見
交
流
会
⽜
と
い
う
二
種
類
の
会

合
は
、
縦
や
横
の
連
携
を
主
眼
と
し
な 第⚑回 茗渓・筑波大学産業人会(2015õ6õ19)

OB・OGキャリアカフェ(2019õ10õ16)

今
年
の
秋
に
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
と
し
て
、
各
地

域
の
方
々
や
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、⽛
産
業
人
の
集
い
を
全
国
的
な
広
が
り
と
し
て
進

め
て
い
こ
う
⽜
と
い
う
趣
旨
で
、
以
下
の
よ
う
に
会
合
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
全
国
展
開
発
表
の
会
⽜

•
開
催
日
時
：
令
和
⚓
年
10
月
⚓
日
(日
)午
後
⚑
時
か
ら

•
会

場
：
茗
渓
会
館

•
参
加
者
：
各
地
域
組
織
の
役
員
の
方
、
筑
波
大
学
関

係
者
、
企
業
関
係
者
、
官
公
庁
関
係
者
、

学
生
な
ど

＊
前
日
、
各
地
域
で
ど
の
よ
う
に
産
業
人

の
集
い
を
実
現
す
る
か
、
知
恵
を
出
し

合
う
会
合
を
持
つ
予
定
で
す
。

宣揚歌⽛桐の葉⽜(長野県支部)
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今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
各
地
域
組
織

の
総
会
や
懇
親
会
な
ど
、
同
窓
の
会
合
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
い
っ
た
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
度
前

期
の
時
点
で
、
年
会
費
収
入
（
正
会
員
と
フ
ェ
ロ
ー
会
員
を
併
せ

て
）
九
三
〇
万
円
ほ
ど
で
す
。
昨
年
度
の
二
、〇
〇
〇
万
円
に
比
し

て
、
半
額
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
度
は
二
、六
〇
〇
万
円
、
さ
ら
に
五
年
前
（
平
成

27
年
度
）
の
会
費
収
入
と
比
す
る
と
、
三
分
一
に
も
満
た
な
い
収

入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
会
費
未
払
い
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
寒
い
中
を
恐
縮

で
す
が
、
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
振
込
用
紙
に
て
、
会
費

の
納
入
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
の
方
々
と
お
会
い
す
る
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

⽛
年
会
費
払
っ
た
？
⽜
を
、
互
い
の
合
言
葉
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

あ
り
が
た
い
で
す
。

な
お
、
前
号
に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
⽛
茗
渓
会
の
紹
介
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
⽜
等
を
活
用
い
た
だ
き
、
同
窓
に
茗
渓
会
へ
の
加
入

を
お
勧
め
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
年
会
費
の
納
入
を
促
す
こ
と
と
同
時
に
、
年
会

費
の
納
入
を
し
や
す
く
す
る
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
、
納
入
の
き

っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
も
大
事
な
行
動
と
思
い
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
方
法
と
し
て
、
三
つ
の
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。

⑴
会
員
の
多
く
の
方
は
、
季
刊
誌
に
同
封
さ
れ
た
⽛
払
い
込
み
用

紙
⽜
を
使
用
し
て
の
納
入
か
と
思
い
ま
す
。
郵
便
局
窓
口
ま
で

出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
面
倒
が
あ
り
ま
す
。

⑵
次
に
、
ご
自
身
の
銀
行
口
座
か
ら
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
茗
渓
会
口

座
）
へ
、
毎
回
、
ネ
ッ
ト
で
払
い
込
む
方
法
も
あ
り
ま
す
。
時

節
柄
有
効
と
は
思
い
ま
す
が
、
毎
回
、
送
金
の
た
め
の
操
作
が

必
要
で
す
し
、
別
途
手
数
料
も
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

⑶
第
三
の
方
法
と
し
て
、
カ
ー
ド
払
い
（
カ
ー
ド
自
動
引
き
落
と

し
）
に
よ
る
年
会
費
の
納
入
を
お
考
え
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。
手
数
料
不
要
で
す
し
、
登
録
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

後
、
自
動
で
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。
同
封
の
申
込
用
紙
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
お
手
続
き
を
お
進
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
フ
ェ
ロ
ー
会
員
（
年
会
費
完
納
者
）

の
方
々
も
、
同
様
の
手
続
き
を
お
取
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
カ
ー
ド
払
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
費
の
規
定
に
よ
り
35
回
の

お
支
払
い
と
同
時
に
、
自
動
引
き
落
と
し
を
停
止
す
る
手
続
き

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
退
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
大
会
手
続
と
同
時
に
、

自
動
引
き
落
と
し
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
フ
ェ
ロ
ー
会
員
の
方
で
、
フ
ェ
ロ
ー
会
費
納
入
を
や
め
る
旨
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
自
動
引
き
落
と
し
を
や
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
な
お
、
今
回
カ
ー
ド
払
い
へ
の
切
り
替
え
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
⚑
、⚐
⚐
⚐
円
相
当
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。





年
明
け
早
々
に
お
願
い
ご
と
で
恐
縮
で
す
。

右
基
金
の
趣
旨
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
季
刊
誌
等
で
お
伝

え
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
世
の
中
が

息
を
潜
め
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
左
表
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
芳
志
は
滞
る
こ
と
も
な
く
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
記
念
基
金

の
一
部
と
し
て
、
学
生
や
茗

渓
会
員
へ
の
直
接
的
な
支
援

を
目
的
と
し
た
基
金
と
し
て

⽛
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜
の

設
立
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
原
資
及
び
記
念
事
業

の
推
進
に
要
す
る
資
金
と
し

て
一
億
円
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご

芳
志
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
ご
芳
志
を
頂
い
た

方
々
の
名
簿
に
つ
き
ま
し
て

は
、
春
号
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

⚓
つ
の
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
の
ご
寄
付
を
、

引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄付申込額 14,705,264円(11/30現在)
12,727,264円( 7/31現在)
8,945,000円( 3/25現在)

寄付申込件数 832件(11/30現在)
725件( 7/31現在)
568件( 3/25現在)

●今年度会費収入(R2/9/30現在)
(＠_＠) 前年度の半額以下
(＠_＠;) ⚕年前の1/3以下

正会員会費収入 8,557,000円
18,215,000円(Ｒ01年度)
23,703,000円(Ｈ30年度)
27,138,000円(Ｈ27年度)

フェロー会費収入 715,000円
1,910,000円(Ｒ01年度)
2,537,000円(Ｈ30年度)
3,594,000円(Ｈ27年度)

1

年
会
費
の
納
入
を
、

引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2

年
会
費
カ
ー
ド
払
い
へ
の
切
り
替
え
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3
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茗渓フェロー 協力者ご芳名 ご協力ありがとうございます 2020年⚓月21日～2020年⚙月20日

逢
沢

勝
美

相
澤

鎭
夫

青
田

雅
樹

赤
川

彰
彦

淺
井

康
明

浅
島

誠

浅
沼

道
成

浅
野
由
起
雄

麻
原

美
子

甘
利

博
夫

新
井

俊
介

荒
井

光
弘

有
吉

正
博

飯
塚

正

池
田

達
郎

石
井

邦
子

石
川

弘
子

石
川

博
之

石
川

道
夫

石
嶋

靜
一

石
橋

昭
雄

石
橋

秀
治

石
原
麻
理
恵

石
渡

和
実

磯
山

静
子

磯
山

稔

板
持

頼
好

板
本

正
夫

市
橋

功

市
村

一
司

今
枝

恒
雄

岩
城

明

岩
田

芳
子

岩
村

雅
朗

上
野

孝
裕

上
松

豊

内
倉

昭
文

内
田

雅
寛

内
山

了
治

采
野

慶
明

江
田

昌
佑

及
川

良
一

大
石

英
幸

大
石

正
道

大
崎

公
稔

大
迫

正
一

大
島

雅
夫

大
谷

久
子

大
西

真
果

大
西

義
人

大
野

俊
彦

大
村

武
司

岡

憲
司

岡
崎

一
雄

岡
田

一
郎

小
川

佳
実

尾
木

聖
二

小
口

正
行

奥
山

訓
近

女
屋

博
昭

柿
沼

誉

笠
原

千
俊

片
岡

博

勝
又

宏

桂
本

尚
樹

加
藤

信
哉

門
脇

厚
司

金
子
十
美
代

川
内

孝
雄

菊
池

一
隆

岸
本

弘
子

木
下
久
仁
雄

日
下
部
公
昭

草
間

知
子

國
吉

哲
郎

久
保
田
尚
幸

久
保
田
浩
美

倉
島

武
徳

倉
持

英
夫

倉
本

芳
子

合
田

浩
之

古
城

健

後
藤

達
宏

小
畠

正
徳

小
林

早
苗

小
林

浩
行

小
林

正
之

小
安

知
子

小
山

浩

斎
藤

興
哉

斉
藤

隆

坂
入

浩

阪
本

知
子

坂
本

宏
史

佐
久
間

基

佐
々
木
次
雄

笹
月

繁

佐
藤

朱
美

佐
藤

千
春

佐
藤

正
幸

佐
藤

道
雄

塩
津

真

重
田

親
志

渋
沢

仁
司

渋
谷

進

島

一
史

島
岡

丘

菅
谷

公
男

杉
本

正

鈴
木

章
方

鈴
木

一
弘

鈴
木

健

鈴
木

久

鈴
木

泰
全

関
谷

晴
隆

高
井

貞
昭

高
岡

正
幸

鷹
野

誠
三

高
野
だ
い
わ

髙
野

忠
夫

高
橋

砂
織

高
橋

康
人

竹
内

広
行

嶽
間
澤
昌
泰

田
中

修

田
淵

英
樹

田
村

和
浩

千
輝

克
忠

塚
田

修
三

土
崎
祐
一
郎

都
築

幸
夫

圓
谷

浩
之

寺
井

正
憲

寺
尾

壽
幸

藤
堂

良
明

東
端

伸
治

徳
永

澄
憲

杤
堀

申
二

中
澤

美
和

中
田

英
雄

長
野

武
夫

中
村

伸
夫

中
村

博
史

中
村

祥
男

中
山

慶
一

中
山

貞
夫

中
山

茂

仁
尾

武
博

西
田

靖

西
村

浩
宣

根
市

均

根
立

俊
樹

野
島

泰
久

原

護

原

美
子

原
田

隆
康

原
田

拓
二

原
田

満
彦

原
山

晃

東

勇
介

日
方

威

平
岡

亮

平
川

信
夫

平
松
広
太
郎

平
松

雅
夫

平
山

茂
男

深
谷

祐

福
田

正
義

福
田

由
紀

藤
井

昭
一

藤
井

寛
雄

藤
家

昭
和

藤
木

正
二

藤
沢
謙
一
郎

藤
本

愛
子

藤
本

昌
男

布
留
川

厚

古
瀬

範
雄

本
名

俊
正

升
山

義
弘

松
井

康
成

松
澤

一
弘

松
沢

宏
明

松
永

泰
典

水
野

雅
章

⽛茗渓フェロー⽜の募集要項
既に会費を完納した会員の皆さまに呼びかけて⽛茗

渓フェロー⽜として、皆さまからの寄付をしていただ
き、今後の茗渓会の運営に寄与していただくことを目
的といたします。
⚑ 寄付金 ⚑口 2,000円／年間
⚒ 支払い方法 口数の選択 ⚑口以上
郵便局窓口またはATMから送金してください。
会員番号は必ず記入してください。
(お送りした封筒の宛名に記載してある⚘桁の
番号）
クレジットカードでのお支払いもできます。詳
細は事務局までお問い合わせください。

⚓ 季刊誌⽝茗渓⽞誌上にお名前を掲載いたします。
⚔ 納入口数に応じて、記念品を贈呈しております。

⽝茗渓フェロー⽞ご協力のお願い
茗渓会が新法人としてさらに発展・進化していくた
めに、東京教育大学等前身諸学校から筑波大学にわた
る多様な世代を結び、教育界だけでなく広く実業界に
活躍する卒業生との地域・職域をこえた連携を強化す
ることを目的として、会費完納会員を対象として創設
された⽛茗渓フェロー⽜は、これまでに多数の方から
のご協力をいただきました。
誠にありがとうございました。
完納会員の皆さまには、35年間にわたり茗渓会への
ご支援をいただき、これまで本会を支えていただきま
したことは、誠に感謝に堪えません。
茗渓会は筑波大学や在学生、さらに新しい卒業生に、
一層の支援をすることは勿論ですが、本会の老・壮・
青の力を集めて大きく発展することを期しています。
そのためにも、皆さまには本年度もご協力をお願い申
し上げる次第でございます。

溝
口

繁
美

宮
坂

博
昭

宮
本

幸
治

村
山

昌
央

室
生

晃
年

森
野

光
昭

森
谷

峰
雄

諸
我
伊
左
緒

安
井

一
郎

安
ケ
平

浩

安
永
真
澄
子

谷
中

齊

矢
野

恵
子

山
泉

彰

山
岸

徳
治

山
口
松
太
郎

山
下

直
信

山
本

明
利

山
元

俊
一

横
瀬

千
乃

吉
尾
健
太
郎

吉
澤

敏
武

吉
野

政
治

若
村

泰
夫

渡
辺
圭
一
郎

渡
部

清
二

渡
辺

貴
則

渡
部

徹

(五
十
音
順
･敬
称
略
)
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Peer Garden 交流広場
茗渓創基150年記念事業

同じ大学を卒業したということだけでは、
つながりを強く感じられないと思います
ふたつ目の理由が必要かと思うのですが
それがʠ茗渓ʡなんじゃないですか？

ある学生の発言より

茗
渓
の
絆

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
と
し
て
、

本
誌
上
で
同
窓
の
交
流
を
図
る
企
画

が
昨
年
の
⽛
正
月
号
⽜
に
始
ま
り
一

年
を
迎
え
ま
し
た
。

単
に
⽛
同
じ
大
学
を
卒
業
し
た
と

い
う
こ
と
⽜
だ
け
で
は
な
く
、
ふ
た

つ
目
の
つ
な
が
り
と
し
て
、
情
報
を

交
換
し
あ
い
、
活
用
し
あ
い
、
支
え

あ
い
、
刺
激
し
あ
う
、
そ
う
い
っ
た

交
流
を
深
め
広
め
て
き
た
。
こ
れ
が

⽛
茗
渓
の
絆
⽜
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

今
後
と
も
茗
渓
を
縁
と
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
こ
の
企
画
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
も
⽛
学
類
・
学
部
の

交
流
⽜
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

昭
和
27
年
に
東
京
高
師
理
科
一
部

を
卒
業
さ
れ
た
先
輩
諸
氏
の
会
合

⽛
志
ん
が
里
会
⽜
№
124
が
茗
渓
会
館

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
卒
寿

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
方
々
の
不
思

議
な
名
の
会
合
で
す
。

後
駆
(し
り
が
り
)の
音
変
化
で
、

隊
列
や
順
番
な
ど
の
最
後
尾
を
意
味

す
る
⽛
し
ん
が
り
⽜
か
と
思
い
ま
す
。

東
京
高
等
師
範
学
校
は
、
戦
後
の

学
制
改
革
に
よ
っ
て
開
校
し
た
東
京

教
育
大
学
に
包
括
さ
れ
、
昭
和
27
年

に
廃
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

⽛
志
ん
が
里
会
⽜
は
、
東
京
高
師
最
後

の
卒
業
生
と
い
う
意
味
を
込
め
て
の

会
合
名
な
の
で
し
ょ
う
。

⽛
志
⽜⽛
里
⽜
を
当
て
た
意
図
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
？

興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。

＊今回も、季刊誌⽝茗渓⽞(1061～1100号、平成20～30年)の⽛桐の葉のつどい⽜などに掲載されたものを一覧にしています。
＊季刊誌掲載号の順に紹介させていただきました。
＊ご紹介事項が不正確であったり、追記を要する個所があるかと思います。修正させていただきますのでご指摘ください。
＊これまで紹介させていただいた以外に、同窓組織や会合、活動等をご存じでしたら、以下にお知らせ下さい。
E-mail address : peer@meikeiõorõjp

学部、学群等の同窓組織、会合、諸活動
NO 同窓組織、会合、諸活動 開催年月日 開催場所 参加数 掲載号
119 東京教育大学体育学部(s38卒） 2013/03/23 茗渓会館 60 1078
120 東京教育大学文学部英文科(s32卒） 2013/04/09 筑波大学漕艇部戸田艇庫土方REUNION HALL 9 1078
121 茗駒会(東京教育大学農学部農村経済学科 s28入学） 2013/06/05 渋谷マークシティ25Ｆ 9 1078
122 言語学科(s34・35卒 有志の会） 2013/07/03 上野浅草 浜離宮 6 1079
123 TKRS4(東京教育大学理学部数学科 s31卒） 2013/10/10 茗渓会館 10 1080
124 志んが里会(東京高等師範学校理科一部 s27卒） 2013/09/27 茗渓会館紫峰の間 8 1080
125 東京教育大学農学部林学科木材工学専攻(s41入学） 2013/10/05 新宿⽛玄品⽜ 8 1080
126 東京教育大学理学部数学科(s38卒)同期会 2013/10/25 茗渓会館 16 1080
127 東京高等師範文四会(s26)⽝水涸れず⽞の集い 2013/04/25 茗渓会館占春の間 10 1080
128 東京高等師範理科一部(s27卒） 2013/10/09 茗渓会館 9 1080
129 東京教育大学農学部林学科(s41入学)クラス会 2013/12/17 小淵沢 6 1081
130 東京教育大学農学部林学科(s37入学)同期会 2014/04/18 銀座ライオン池袋東口店 12 1082
131 東京教育大学文学部史学科東洋史学専攻(s38卒)クラス会 2014/05/25 会津若松東山温泉新瀧旅館 9 1082
132 37農経会(東京教育大学農学部農村経済学科 s37卒） 2014/11/01 農林中央金庫目黒分室 9 1084
133 東京教育大学特殊教育学科(s39入学)⽛古希を祝う会⽜ 2015/04/19 渋谷エクセルホテル東急 10 1086
134 三十二会(東京教育大学体育学部 s32卒)東京大会 2014/11/13 東京ステーションホテル 36 1087
135 東京教育大学理学部数学科(s30卒)クラス会 2015/06/29 林野会館 10 1087
136 東京教育大学農学部総合農学科(s34卒)同期会 2015/10/19 鴨川グランドホテル 16 1088
137 東京教育大学文学部英語英文科(s29卒)クラス会 2015/10/09 港区芝浦⽛牡丹⽜ 9 1088
138 東京教育大学文学部英文科(s30卒)同期会 2015/06/13 茗荷谷 庄や 7 1088
139 37・21の会(東京教育大学農学部林学科関係の会） 2015/10/29 横浜万葉倶楽部 7 1088
140 コギトの会(東京教育大学心理学科 s37入学） 2015/11/08 信濃町鮨處八千代 13 1089
141 桐の葉の会(東京教育大学理学部数学科 s40卒クラス会） 2015/04/12 ホテル第一イン池袋 15 1089
142 三四会（東京教育大学理学部数学科 s34卒） 2016/05/24 茗渓会館占春の間 17 1090
143 東京教育大学体育学部(s34卒)神奈川の集い 2016/05/11 横浜天吉 9 1090
144 東京教育大学農学部農業工学科(s37卒)同期会 2016/05/10 オークラフロンティアホテルつくば 9 1090
145 東京教育大学文学部英語学英米文学専攻(s31卒) クラス会 2016/05/27 新宿高島屋⽛美先⽜ 9 1090
146 38同期会(東京教育大学体育学部 s38入学同期会） 2016/05/31 シーサイドホテル舞子ビラ神戸 41 1091
147 東京教育大学体育学部(s51卒)第⚒回同窓会 2016/07/31 あべのハルカス マリオット都ホテル 40 1091
148 東京教育大学農学部生物化学工学科(s43入学） 2016/06/04 町田⽛南国酒家⽜ 10 1091
149 東京教育大学文学部心理学科(s42入学)クラス会 2016/04/03 丸ビル筑紫楼 16 1091
150 東京教育大学法律政治学科(s37入学)同期会 2016/05/30 茗渓会館 8 1091
151 言語学科ミニOB会(東京教育大学 s34～36卒） 2016/06/27 住床ホテル 9 1091
152 東京教育大学教育学部心理学科第16回生クラス会 2016/05/28 茗渓会館 17 1092
153 東京教育大学農学部農芸化学科(s43入学)クラス会 2016/10/22 茗渓会館 14 1092
154 東京教育大学農学部林学科(s53卒)クラス会 2016/05/14 旧農学部跡地 9 1092
155 東京教育大学理学部地理学科(s37入学)クラス会 2016/11/04 茗渓会館 8 1092

No.132 No.140 No.150
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募集要項
季刊誌⽛茗渓⽜の誌上交流ですから、即効性はありません。次回の発行は春号です。その点を承知の上ご応募下さい。

⑴ 誌上交流の広告内容は以下の内容とさせていただきます。
•同窓の会合へのお誘い
•同窓が経営する企業等の紹介
•同窓が開業する商店・医院・各種事務所等の紹介
•同窓が運営する事業等の紹介
•同窓の講演会・展覧会・演奏会・出版物等の紹介
•同窓が主催する教室(稽古場)等の紹介
•同窓による求人、求職
•共同起業、共同研究の募集
•事業等の共同運営者の募集
•その他

⑵ 誌上交流への掲載料は、5,000円とさせていただきます。
＊今回の誌上交流は試行ですので、無料（正月掲載分に限る）とさせていただきます。

⑶ 事務局は、原則として、仲介はいたしませんので、広告内に連絡先や連絡方法を明記願います。

⑷ 広告主への問い合わせや、広告主との交渉・交流につきましては、個々の責任で直接お願いいたします。

Peer Garden
誌上交流 茗渓創基150年記念事業

このコーナーは、同窓が経営する企業等や開業する商
店・医院・事業の紹介、同窓の講演会・展覧会・演奏
会・出版物等の紹介、共同研究や共同事業の呼びかけ
の場としたり、培った知識・技能を活かす機会やそう
いった人材を求めあうなど、様々な活用の仕方がある
かと思います。会員の皆様で作り上げていく広場とお
考え下さい。

出版のご案内
⽝ゲーリーシステムの研究 大正期日
本教育への導入と帰結 ⽞

＊導入経過と実践⚓校を検証

出井 善次 (Ｓ51教修農) 著

発行 星雲社(☎03-3868-3275)
定価 (本体2,000円)

AE海老名・綾瀬法律事務所

弁護士 中道 徹 神奈川県弁護士会
(Ｓ58筑二生物 Nakamichi Toru)

Mail : toru.nakamichi@ebiaya.com
☎ 046-205-3780
HP www.ebiaya.com

採用コンサルタント/アナリスト

谷出 正直 (H17筑修体)

新卒採用や就職活動に関する講演やセミナー、
研修を実施。全国で43開催（2020年実績）。お
気軽にご相談ください。

電 話 090-8034-1946
メール masanaotanide@gmail.com

腰痛･肩こり専門治療院 BACK AGING

宮川 浩太 (H19筑体専)

⽛先天性連動⽜というアプローチ方法にて腰
痛・肩こりの根本治療を目指します。お悩みの
方は是非ご連絡ください。

電話 03-6457-5475
HP https : //backaging.com/

外国観光地をレンタカーでめぐる旅 募集
アメリカ （グランドキャニオン、イエローストーン、デスヴァレー）
カナダ （カナディアン・ロッキー、プリンス・エドワード島）
オーストラリア(タスマニア）、ニュージーランド北・南島
＊アメリカ・カナダは右側通行、豪州、NZは日本と同じ。

◎最初は時差の心配のない、日本と同じ左側通行の豪州がおすすめ。
◎期間⚗～10日 宿泊はモーテルが主体です。

◎連絡先 岡本 文男 (S35教大農化) hana_and_ran@yahoo.co.jp

求職
現況、私は求職中です。もし、私に
御興味を持って頂くけましたらご一
報下さいませんか。

光武 宏昌 (H⚙筑体修)
趣味：登山、特技：縦横無尽な人間関係を作れます
希望職種：就職支援関係

東京足立区在住
☎ 080-6455-0411
メール first_penguin411@icloud.com

アメリカ ユタ州 オーストラリア北部海岸

※規格(縦⚔㎝、横⚖㎝)に収まる情報量
でお願いいたします。なお、案内はご
自身で作成の上、PDFで、上記宛てに
送信願います。文字や内容構成に制約
はございません。

送信先(E-mail address)

peer@meikei.or.jp
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令和⚒年度 茗 渓 会 地 域 組 織 表

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

筑
波
大

仏 山 輝 美
ï03筑芸ð

立 山 雅 博

北
海
道

川 口 淳
ï58筑一自ð

尾 形 友 秀 ï05筑体ð
鵜 野 和 憲 ï07筑体ð

青

森
前 田 済
ï59筑一自ð

工 藤 誠 司 ï09筑体ð
五十嵐 喜代敬 ï09筑体ð

岩

手

佐 藤 有
ï58筑二農ð

清 水 茂 幸 ï59筑体ð
上 濱 龍 也 ï62筑体ð
澤 村 省 逸 ï62筑体ð

宮

城
土 生 善 弘
ï62筑体ð

山 﨑 健 二 ï02筑体ð

秋

田
木 浪 恒 二
ï58筑体ð

戸 嶋 幸 子 ï14筑体ð

山

形

津 田 浩
ï58筑一自ð

鳥 羽 聡 ï09筑体ð
羽 角 哲 弘 ï05筑体ð
芦 野 浩 二 ï07筑一自ð

福

島

大 沼 博 文
ï56筑二人間ð

大 槻 文 彦 ï10筑一自ð
日 高 郁 子 ï58筑一自ð
長 池 裕 美 ï22筑修教育ð

茨

城
高 村 祐 一
ï61筑一人文ð

太 田 泰 助 ï09筑芸ð
竹 内 智 則 ï10筑修教ð

栃

木
荒 井 光 弘
ï59筑一社会ð

今 井 和 彦 ï06筑一自ð
百 瀬 亨 ï09筑二日ð

群

馬

高 橋 浩 昭
ï62筑一人文ð

丸 橋 覚 ï63筑一自ð
高 田 博 基 ï60筑体ð
青 木 忠 人 ï59筑一自ð
菊 池 義 幸 ï58筑二人間ð
上 村 弥 也 ï28筑院数理ð

埼

玉

前 島 富 雄
ï47教大木工ð

青 木 勇 藤 ï55筑一人文ð
山 本 健 敬 ï59筑一自ð
鈴 木 徹 也 ï58筑一自ð

千

葉

百 瀬 明 宏
ï55筑一人文ð

大久保 利 宏 ï52教大健ð
大 木 喜 信 ï07筑一自ð
田 口 亜紀子 ï08筑一自ð

東

京
髙 橋 基 之
ï53筑一自ð

徳 田 安 伸 ï55筑二農ð
浅 井 一 郎 ï55筑一人文ð

神
奈
川

大 畑 多津雄
ï52教大数ð

大 石 進 ï56筑体ð
添 野 龍 雄 ï57筑二農ð
掛 原 豊 ï54筑二農ð

山

梨
小 俣 宏 記
ï59筑体ð

根 津 敦 司 ï22筑一自ð
数 野 純 子 ï08筑一自ð

長

野

北 村 桂 一
ï59筑体ð

大 谷 隆 典 ï56筑二生ð
北 野 亨 ï59筑体ð
藤 原 一 史 ï22筑二日ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

新

潟
中 島 郁 雄
ï53筑体ð

夏 見 康 彦 ï02筑三情ð

富

山

福 島 英 晴
ï57筑三情ð

寺 崎 啓 子 ï60筑一社会ð
安 村 良 紀 ï14筑三工基ð
箱 江 典 子 ï23筑博数ð

石

川

田 井 友 章
ï59筑体ð

神 田 康 ï15筑体ð
松 本 彰 ï50教大体ð
近 岡 岳 則 ï17筑二人間ð

福

井
金 崎 肇
ï59筑一自ð

田 崎 忍 ï10筑体ð
綿 矢 汐 里 ï29筑体ð

静

岡

小 川 伸 吾
ï60筑一人文ð

山 口 恵 ï63筑一自ð
中 村 心之輔 ï21筑芸ð
遠 藤 紘 平 ï30筑数理研ð

愛

知

竹 下 裕 隆
ï56筑一社会ð

蟹 江 吉 弘 ï61筑一人文ð
上之園 耕 司 ï61筑体ð
惠 良 孝 信 ï05筑体ð

岐

阜
鈴 木 健
ï59筑二生ð

蒲 尚 胤 ï02筑一人文ð
水 野 裕 子 ï01筑二人間ð

滋

賀

町 田 登
ï47教大健ð

藤 江 隆 史 ï08筑体ð
松 林 基 之 ï07筑体ð
桂 本 尚 樹 ï62筑体ð

三

重

岡 村 芳 成
ï62筑一自ð

若 宮 一 哉 ï06筑一自ð
加 藤 英 紀 ï15筑一自ð
山 北 正 也 ï03筑一人文ð

京

都

三 橋 利 彦
ï58筑体ð

川 合 寛 明 ï59筑体ð
遠 山 秀 史 ï61筑一自ð
奥 村 典 夫 ï61筑修教ð

大

阪

松 本 秀 範
ï53院修林ð

戸井田 克 己 ï59筑二比ð
北 邨 淳 ï19筑体ð
大 橋 一 郎 ï62筑体ð

兵

庫
升 川 清 則
ï59筑体ð

川 端 太 一 ï15筑体ð
田 中 暢 人 ï23筑体ð

奈

良

谷 垣 康
ï53筑一人文ð

井 上 徳 之 ï58筑一自ð
岩 佐 泰 造 ï13筑体ð
栗 本 善 弘 ï10筑体ð

和
歌
山

川久保 尚 志
ï62筑二生ð

川 口 勝 也 ï01筑体ð
岡 本 規 ï05筑体ð
前 了 斗 ï24筑体育ð

鳥

取
小 倉 健 一
ï53筑体ð

美多賀鼻 孝裕 ï10筑体ð
出 雲 大 輔 ï24筑体ð

島

根

境 英 俊
ï57筑体ð

西 村 覚 ï61筑体ð
塚 田 真 也 ï13筑修数物ð
清 水 悠 ï22筑体ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

岡

山

長 尾 隆 史
ï55筑体ð

黒 住 伸 吾 ï56筑体ð
水 川 敬 介 ï63筑体ð
近 藤 真 妃 ï06筑体ð

広

島

大 辻 明
ï47教大体ð

若 井 研 治 ï09筑体ð
山 下 勝 也 ï58筑体ð
井 藤 幹 治 ï55筑体ð

山

口

吉 本 晃
ï54筑二人間ð

藤 本 秀 夫 ï09筑体ð
二 木 直 人 ï24筑体育ð
原 田 正太郎 ï27筑体育ð

徳

島

小 原 史 明
ï59筑二農ð

池 渕 茂 ï58筑二比ð
北 條 伸 吾 ï62筑一人文ð
田 北 直 樹 ï05筑体ð

香

川
香 西 新 五
ï59筑体ð

河 合 雄 太 ï07筑体ð

愛

媛

星 川 志 朗
ï61筑修教ð

川 本 昌 宏 ï04筑二農ð
山 本 隆 祥 ï07筑体ð
友 近 拓 也 ï13筑体ð

高

知

田 頭 克 文
ï57筑体ð

手 林 慎 一 ï04筑二農ð
山 本 英 作 ï03筑二比ð
下 坂 速 人 ï53筑体ð

福

岡
稲 富 勉
ï61筑体ð

兒 島 悟 ï07筑体ð
片 山 英 和 ï10筑体ð

佐

賀
松 雪 誉
ï61筑体ð

山 田 和 人 ï05筑体ð

長

崎
渡 邉 孝 経
ï59筑体ð

吉 村 史 朗 ï12筑一人文ð

熊

本

赤 星 隆 弘
ï58筑体ð

寺 本 護 ï08筑体ð
橋 本 徹 也 ï12筑体ð
上 田 晃 裕 ï14筑体ð

大

分
野 尻 明 敬
ï59筑二人間ð

加 藤 寛 章 ï62筑体ð
押 田 武 ï11筑体ð

宮

崎

川井田 和 人
ï53筑体ð

児 玉 洋 一 ï02筑三社工ð
川 内 健 二 ï16筑二比ð
森 山 あゆみ ï20筑二資源ð

鹿
児
島

黒 木 哲 二
ï62筑二比ð

前 和 樹 ï11筑一人文ð

沖

縄

前 門 晃
ï53筑一自然ð

三 輪 一 義 ï63筑体ð
古 堅 小百合 ï10筑一自ð
漢 那 洋 子 ï63筑一自ð

平成30年度 茗 渓 会 地 域 組 織 表
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⽝
評
伝

孫
基
禎
⽞

ス
ポ
ー
ツ
は
国
境
を
越
え
て
心
を
つ
な
ぐ

著

者
：
寺
島

善
一
（
43
年
教
大
体
）

本
の
大
き
さ
：
Ｂ
⚖
判

全
158
頁

発

行

所
：
(株
)社
会
評
論
社

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚙
年
⚔
月
10
日

孫
基
禎
は
、
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
朝
鮮
で
生
ま
れ
、

数
々
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
優
勝
、
世
界
記
録
を
樹
立
し
た
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
る
。
⚑
⚙
⚓
⚖
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

表
彰
台
で
は
⽛
君
が
代
⽜
が
演
奏
さ
れ
る
と
う
つ
む
き
、
月

桂
樹
で
胸
の
日
の
丸
を
隠
し
た
。

日
本
の
敗
戦
後
、
韓
国
の
陸
上
競
技
界
の
発
展
に
尽
く
す

と
と
も
に
、
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
多
様
な
人
び
と
と
交
流

し
、
連
帯
と
友
情
を
深
め
た
。

⽛
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
の
共
通
言
語
で
あ
り
、
国
境
を
越
え

て
人
び
と
の
心
を
繋
ぐ
。
そ
れ
は
国
際
連
帯
を
深
め
、
平
和

な
世
界
を
創
る
⽜
リ
ン
ピ
ズ
ム
を
体
現
す
る
孫
基
禎
の
ス

ポ
ー
ツ
哲
学
は
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
東
京
五
輪
を
迎
え
る
私
た
ち

に
、
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。（

カ
バ
ー
見
出
し
よ
り
)

著 書 紹 介

⽝
唐
澤
富
太
郎
と
教
育
博
物
館
の
研
究
⽞

実
物
教
育
に
よ
る
〝
も
の
〟
と
〝
こ
こ
ろ
〟
の
探
求

著

者
：
土
井

進
（
47
教
大
教
・
51
年
院
修
教
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

全
196
頁

発

行

所
：（
株
)ジ
ダ
イ
社

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚑
月
14
日

著
者
は
唐
澤
富
太
郎
先
生（
⚑
⚙
⚑
⚑
～
⚒
⚐
⚐
⚔
）の
師
恩
・

学
恩
に
報
い
た
い
一
心
を
も
っ
て
本
書
を
著
し
た
。

王
者
的
風
格
を
も
っ
て
仏
教
教
育
思
想
を
講
義
さ
れ
る
唐
澤
先

生
に
師
事
し
、
教
育
資
料
収
集
の
お
供
を
し
た
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
⽛
教
育
博
物
館
⽜
上
・
中
・
下
の
製
作
過
程
に
一
貫
し
て
携
わ

っ
た
。

信
州
大
学
に
勤
務
し
た
22
年
間
は
、
唐
澤
博
物
館
を
訪
問
す
る

機
会
は
絶
え
た
が
、
淑
徳
大
学
に
勤
務
し
て
か
ら
の
⚖
年
間
、
毎

年
学
生
と
唐
澤
博
物
館
を
訪
問
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
実
践
し
た
。
そ
の
成
果
が
本
書
と
な
っ
て
結
実
し
た
。

唐
澤
先
生
か
ら
受
け
た
指
導
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
挫

折
し
た
時
に
厳
し
く
言
わ
れ
た
⽛
事
上
錬
磨
⽜
と
い
う
言
葉
で
あ

る
。
そ
の
時
に
⽛
我
々
は
生
き
た
年
数
に
よ
っ
て
老
い
る
の
で
は

な
い
。
理
想
を
棄
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
老
い
る
の
で
あ
る
。
歳
月

は
膚
に
皴
を
き
ざ
む
。
し
か
し
、
情
熱
を
失
え
ば
魂
に
皴
が
刻
ま

れ
る
⽜
と
訓
え
て
い
た
だ
い
た
。

（
著
者
記
)

⽝
天
孫
降
臨
考
⽞

神
武
天
皇
推
定
即
位
年

邪
馬
台
国
雑
考

著

者
：
鈴
木

泰
全
（
52
年
教
大
書
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

全
141
頁

発

行

所
：
(合
)歴
研

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚙
年
11
月
23
日

邪
馬
台
国
九
州
説
に
賛
同
し
、
こ
の
数
年
発
表
し
た
支
持
論
考

を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
神
武
天
皇
の
祖
母
の
世
代
で
あ
る
と

考
え
、
神
武
天
皇
推
定
即
位
年
の
割
り
出
し
を
試
み
ま
し
た
。
平

均
在
位
年
を
参
考
に
神
武
天
皇
即
位
年
は
241
年
辛
酉
の
年
で
あ
ろ

う
と
見
当
づ
き
ま
し
た
。
神
武
天
皇
即
位
年
と
さ
れ
る
紀
元
660
年

か
ら
は
実
に
900
年
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

東
征
お
船
出
の
段
に
、
天
祖
の
降
臨
か
ら
⽛
一
百
七
十
九
万
二

千
四
百
七
十
余
歳
⽜
が
経
過
し
た
と
語
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
179

年
と
247
年
と
余
年
を
暗
示
し
た
も
の
で
、
紀
年
の
延
伸
加
算
年
を

削
ぎ
落
し
た
実
年
数
で
す
。

⽛
179
年
⽜
は
、
241
年
の
神
武
天
皇
即
位
か
ら
419
年
の
孝
元
天
皇
崩

年
ま
で
の
時
代
区
分
年
で
す
。⽛
247
年
⽜
は
、
允
恭
天
皇
が
⽛
使
持

節
都
督
倭
・
新
羅
・
任
那
・
加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
⽜

の
加
号
を
得
た
451
年
か
ら
持
統
天
皇
終
年
の
697
年
に
至
る
時
代
区

分
年
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
420
年
か
ら
450
年
ま
で
が
両

朝
並
立
期
の
⽛
余
年
⽜
で
す
。

（
著
者
記
)



指
定
国
立
大
学
法
人
の
指
定
に
つ
い
て

令
和
⚒
年
10
月
15
日
付
け
で
文
部
科
学
大
臣
よ
り
指
定
国
立
大

学
法
人
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

指
定
国
立
大
学
法
人
と
は
、
我
が
国
の
大
学
に
お
け
る
教
育
研

究
水
準
の
向
上
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
図
る
た
め
、
文
部
科

学
大
臣
が
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
活
動
の
展
開
が
相
当
程
度

見
込
ま
れ
る
国
立
大
学
法
人

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
指

定
を
受
け
た
大
学
は
、
国
内

の
競
争
環
境
の
枠
組
み
か
ら

出
て
、
国
際
的
な
競
争
環
境

の
中
で
、
世
界
の
有
力
大
学

と
伍
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
社
会
や
経
済
の
発
展

に
貢
献
す
る
取
組
の
具
体
的

成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
、

国
立
大
学
改
革
の
推
進
役
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⽛
Tsukuba
G
lobalScience
W
eek
(TG
SW
)

2020⽜
を
開
催

T
GSW
は
、
国
境
や
研
究
領
域
を
超
え
た
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
地
球
規
模
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
世
界
に
向
け
て

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
学
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

通
算
10
回
目
と
な
る
⽛
T
GSW
2020⽜
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚙
月
か
ら
⚒
⚐
⚒
⚑
年
⚒
月
の

間
計
24
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
233
件
の
研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
ま

す
。
12
月
⚔
日
時
点
で
、
世
界
54
か
国
・
地
域
か
ら
960
名
が
参
加

登
録
し
て
い
ま
す
。

⚙
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
総
会
で
は
、⽛
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
目
指
し
て

都
市
と
大
学
の
連
携
⽜
を
テ
ー
マ

に
、
永
田
学
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
国
立
成
功
大
学
（
台
湾
）
の

H
uey-Jen
Jenny
Su学
長
お
よ
び
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
（
英
国
）

の
D
eviSridhar教
授
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

ド
イ
ツ
・
ボ
ー
フ
ム
市
の
T
hom
as
Eiskirch市
長
と
つ
く
ば
市

の
五
十
嵐
立
青
市
長
か
ら
の

話
題
提
供
に
基
づ
き
、
登
壇

者
全
員
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の

様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
T
GSW
に
代
わ

り
、
筑
波
会
議
2021が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
回
の

成
果
を
踏
ま
え
、
本
学
並
び

に
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
国

際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

⽛
PRID
E指
標
2020⽜
に
お
い
て
⚓
回
目
の

⽛
G
old⽜
を
受
賞

LGBT
に
関
す
る
本
学
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、⽛
PRID
E指
標
※

2020⽜
に
お
い
て
、
⚕
つ
の
指
標
全
て
を
ク
リ
ア
し
、
⚓
回
目
と

な
る
⽛
Gold⽜
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
特
に
、
地
方
自
治
体

等
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
証
明
が
発
行
さ
れ
た
教
職
員
に
対
し
て
、
休

暇
、
休
業
、
諸
手
当
お
よ
び
旅
費
の
福
利
厚
生
を
定
め
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
⚔
大
学
が
⽛
Gold⽜
を
受
賞
し
ま
し
た

が
、
学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
へ
の
対
応
ま
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

具
体
的
に
明
記
し
た
こ
と
は
、
他
の
大
学
に
先
駆
け
た
取
り
組
み

で
す
。
今
後
は
、
制
度
を
つ
く
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
制
度
を
利

用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

一
層
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

※
PRID
E指
標
：
企
業
な
ど
の
団
体
に
お
け
る
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
促
進
と
定
着
を
支
援
す
る
人

に
団
体
w
ork
w
ith
Prideが
策
定
し
た
評
価
指
標
。
行
動
宣
言
、
人
事
制

度
な
ど
⚕
つ
の
指
標
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
達
成
度
に
応
じ
て
、
ゴ
ー
ル
ド
、

シ
ル
バ
ー
、
ブ
ロ
ン
ズ
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
顕
彰
受
賞
と
第
89
回
全
日
本

自
転
車
競
技
選
手
権
ト
ラ
ッ
ク
2020で
⚖
冠
達
成

人
間
総
合
科
学
学
術
院
人
間
総
合
科
学
研
究
群
（
博
士
前
期

課
程
）
体
育
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
⚑
年
の
梶
原
悠
未
さ
ん
が
、
文

部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
顕
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
理
由

は
、
⚒
月
28
日
に
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
U
CIト
ラ

ッ
ク
世
界
選
手
権
2020女
子
オ
ム
ニ
ア
ム
で
の
優
勝
で
、
自
転
車

界
初
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
顕
彰
で
す
。
表
彰
式
は
、
11
月
⚗
日
、

全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
ト
ラ
ッ
ク
競
技
会
場
の
群
馬
県
前
橋

市
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
，
11
月
⚕
日
か
ら
11
月
⚘
日
に
開
催
さ
れ
た
第
89
回
全
日

本
自
転
車
競
技
選
手
権
ト
ラ
ッ
ク
2020に
お
い
て
、
エ
リ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
優
勝（
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）、ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
優
勝（
⚔

連
覇
）、
⚓
㎞
個
人
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
優
勝
（
⚔
連
覇
）、
ス
ク
ラ
ッ

チ
優
勝
（
初
優
勝
）、
マ
デ
ィ
ソ
ン
優
勝
（
⚓
連
覇
）、
オ
ム
ニ
ア

ム
優
勝
（
⚓
連
覇
、
⚔
回
目
）
の
⚖
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。
梶
原

さ
ん
は
、
東
京
五
輪
女
子
オ
ム
ニ
ア
ム
代
表
に
内
定
し
て
い
ま
す
。
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⽛
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
～
中
南
米
等
と
の
大
学
間

交
流
形
成
支
援
～
⽜
事
業
令
和
元
年
度
⽛
成
果
報
告
会
⽜
及

び
⽛
外
部
評
価
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
合
同
委
員
会
⽜
を
実
施







































筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

多
様
な
研
究
力
で
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
に
臨
む
！

大
学
⽛
知
⽜
活
用
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
始
動

指
定
国
立
大
学
法
人
の
指
定
に
つ
い
て



中
学
に
⽛
ア
カ
デ
ミ
ア
ク
ラ
ス
⽜
開
設

令
和
⚓
年
度
か
ら
中
学
に
開
設
す
る
⽛
ア
カ
デ
ミ
ア
（
Ａ
Ｃ
）

ク
ラ
ス
⽜
へ
の
入
学
者
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
校
中
学
の
募

集
は
⚖
学
級
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
⚒
学
級
を
Ａ
Ｃ
ク
ラ
ス
と
す

る
計
画
で
す
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
に
プ
ラ
ト
ン
が
開
設
し
た
学
園
⽛
ア
カ
デ

メ
イ
ア
⽜
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
す
が
、
よ
り
深
い
学
び
と
時
代

の
求
め
る
優
れ
た
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
を
追
求
す
る
本
学
園

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
表
す
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

近
年
、
高
校

大
学
の
接
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
革
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
中
学
高
校
時
代
の
学
び
に
つ
い
て
も
変

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
答
え
る
学
び
の
場
と
し
て
設

置
す
る
の
が
Ａ
Ｃ
ク
ラ
ス
で
す
。
テ
ス
ト
に
出
題
さ
れ
た
問
題
に

解
答
で
き
る
だ
け
で
は
、
実
社
会
に
通
用
す
る
ス
キ
ル
と
し
て
は

不
十
分
で
す
。
よ
り
よ
い
答
え
を
求
め
て
、
何
が
正
し
い
か
を
突

き
つ
め
て
考
え
て
い
く
知
性
を
磨
く
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
批
判
的
思
考
力
、
創
造
的
思
考
力
を
養
い
、
問
題
解
決
の

た
め
に
行
動
す
る
実
践
力
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｃ

ク
ラ
ス
に
は
、
そ
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
時
に
こ
こ
で
養
わ
れ
る
学
力
は
、
大
学
進
学
に
当
た
っ
て

も
充
分
な
力
と
な
り
ま
す
。

模
擬
国
連
出
場

第
14
回
模
擬
国
連
が
11

月
14
・
15
日
に
開
催
さ
れ
、

本
校
ペ
ア
（
高
⚑
・
高
⚒
）

も
出
場
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
⽛
宇

宙
利
用
（
U
SE
S
O
F

O
U
T
ER
SPA
CE)⽜
で
、

例
年
よ
り
も
参
加
数
を
減

ら
し
、
54
組
108
名
の
高
校

生
が
書
類
選
考
に
合
格
し

出
場
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
参
加
に
向
け
て
二
人
は
、
事
前
調
査
活
動
を
行
い
、
ス
ペ

ー
ス
デ
ブ
リ
（
宇
宙
ゴ
ミ
）
除
去
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組
む

⽛
ア
ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
社
⽜
や
⽛
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
⽜
を

訪
問
し
、
宇
宙
利
用
に
関
わ
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。会

議
で
の
議
論
を
終
え
て
の
二
人
の
感
想
で
す
。

⽛
各
国
の
立
場
や
状
況
が
異
な
る
中
で
、利
害
を
一
致
さ
せ
つ
つ
、

自
国
の
国
益
を
確
保
し
な
が
ら
議
論
を
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、

と
て
も
難
し
か
っ
た
。
内
政
と
外
交
に
分
か
れ
て
行
動
で
き
た
点

は
良
か
っ
た
と
思
う
。⽜

⽛
模
擬
国
連
出
場
に
向
け
て
、
リ
サ
ー
チ
の
仕
方
や
ル
ー
ル
の

把
握
に
苦
戦
し
た
が
、
事
前
調
査
で
多
く
の
方
に
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
の
が
本
当
に
良
か
っ
た
。
全
国
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
高

校
生
と
議
論
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。⽜

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
多
面
的
な
視
点
を
持
っ
て
課
題
解
決

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

⽛
ア
ジ
ア
地
域
科
学
セ
ミ
ナ
ー
⽜
に
参
加

⽛
第
10
回
ア
ジ
ア
地
域
科
学
セ
ミ
ナ
ー
（
A
sian
Conference

in
RegionalScience）⽜
が
開
催
さ
れ
、
本
校
生
徒
も
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

⽛
応
用
地
域
学
会
⽜
が
主

催
し
、
今
回
の
担
当
が
筑

波
大
学
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
筑
波
大
学
大
澤
義
明
教
授
か
ら
お

声
か
け
い
た
だ
き
参
加
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、

日
本
の
研
究
者
が
発
表
す
る
中
、
本
校
生
か
ら
は
、⽛
個
人
課
題
研

究
⽜
で
地
域
発
展
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
の
研
究
⚓
件
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
お
よ
び
質
疑
応
答
は
英
語
で
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｂ
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
発
表
と
質

疑
応
答
に
備
え
て
練
習
を
し
て
臨
み
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催

小
学
生
を
対
象
と
し
、
科
学
実
験
を
自
宅
で
楽
し
も
う
と
い
う

企
画
で
す
。
夏
休
み
中
に
⚒
回
行
っ
て
お
り
、
こ
の
11
月
は
⚓
回

目
の
開
催
で
し
た
。

本
校
科
学
部
化
学
班
の

部
員
が
実
験
方
法
に
つ
い

て
説
明
を
し
な
が
ら
進
め

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、⽛
生

き
て
い
る
!?
不
思
議
な
生

物
⽝
ス
ラ
イ
ム
⽞
を
作
っ

て
遊
ぼ
う
⽜
と
⽛
炭
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
用
い
た
⽝
葉

脈
標
本
づ
く
り
⽞
に
挑

戦
！
⽜
で
し
た
。
参
加
者

か
ら
⽛
楽
し
く
で
き
た
⽜

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

Ｉ
Ｓ
Ｓ
宇
宙
実
験
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
主
催
⽛
Try
Zero-G
⽜ブラジル大使として参加。宇宙開発

利用の国際ルールの枠組みなどにつ
いて白熱した議論を交わした。

発表した生徒達。
それぞれのテーマ：ポケモンゴーと地域活性､
つくばエクスプレスの考察、地域医療問題

室内楽部定期演奏会：⽛アラジンメドレー⽜(ディ
ズニー映画)、⽛シバの女王の入場⽜(ヘンデル作曲)
などを演奏、ライブ配信にも挑戦した

部活動など結果報告(⚙月～11月)

◎高校ラグビー部：県大会優勝全国
大会出場（⚙年連続26回目、東大阪
市花園ラグビー場12月27日から）
◎高校軟式野球部：秋季関東大会準
優勝
◎中学テニス部：関東中学生テニス
選手権大会出場(男女とも)/男子⚓
位となり全国選抜大会出場（香川県
⚓月開催）
◎中学剣道部：県新人大会/男・団体
優勝
◎中学バドミントン部：県新人大会
/男女とも団体優勝(⚒年連続)、男
ダブルス優勝、男シングルス準優勝、
女ダブルス優勝
◎高校バドミントン部：県新人大会
/男シングルス優勝、男ダブルス準
優勝
◎中学体操部：県新人大会/女子団
体優勝、女個人総合優勝、男個人総
合優勝
◎高校体操部：県新人大会/男団体
⚓位、女団体準優勝、男個人総合準
優勝(全国選抜大会出場)
◎演劇部：県高校演劇祭・優秀校、
関東大会出場(千葉県柏市⚑月開催)
◎室内学部：第30回定期演奏会開催
(11月⚓日本校アゴラホールにて、
右写真)
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・地域・
逝去年月日・続き柄・遺族氏名

茗渓会担当：取締役常務執行役員　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

3  
 

 
OK! 

 
( )  

 
 

 
 
 
 
 

0120-000-302 
 

 

代表取締役　塚本　育子



立花 正 19臨教 静岡 R 2. 7. 6 長男 立花 正史

中本 明生 20教大国 神奈川 R 2. 7.15 妻 中本 幸代

岩下 金司 20農教 茨城 R 1. 5.17 次男 岩下 英基

和田 弘 22体 岐阜 R 1. 5.10 長男 和田 尚幸

梶原 亨 23体 静岡 R 2. 7.24 妻 梶原 静子

田中 太七 23文二 長野 R 2. 6.25 長男 田中 雅孝

水谷 明 23理一 愛知 R 2. 2.22 妻 水谷 享子

武内あや子 24大倫 東京 R 2. 9.24 武内 健二

城川 明 24農教 富山 H31. 3. 2 長男 城川 康雄

千葉 末治 24文二 青森 R 2. 6. 5 長男 千葉 正治

大嶽 秀行 26体 千葉 R 2. 9. 2 長男 大嶽 昇

剛力 重和 26体 東京 R 2. 7. 9 長男 剛力 正和

北原 安門 26大地 東京 R 2. 1.17 妻 北原ゆき子

石山 薫 26大哲 埼玉 R 2. 8.26 長男 石山 史郎

山岸 徳治 26文四 長野 R 2. 9.20 長男 山岸 一夫

石原 保穂 28教大教 茨城 H31. 4.25 妻 石原ひで子

石川 充重 28教大体 愛知 R 2. 7.16 妻 石川 直子

石川 旭 28教大東史 神奈川 R 2. 1.17 妻 石川 惠子

大竹 修一 28大漢 東京 R 2. 6.22 長男 大竹 俊生

福井 正信 28大動 神奈川 R 2. 2.27 長女 栗原亜津沙

入江 巖 29教大地鉱 神奈川 R 2. 6. 3 娘 石井ふさ子

松川 彰 29教大農化 静岡 R 2. 4.18 妻 松川 洋子

菅宮 和夫 29教大物 東京 R 2. 6.12 長男 菅宮 真樹

中村 善治 30教大体 群馬 R 2.10.30 妻 中村 ちゑ

杉村 健 30教大心 奈良 R 1. 7.13 妻 杉村 照子

小宮 定志 31院修植 埼玉 R 2. 4. 6 長女 浦田 愛美

齋藤 仁一 31教大絵 群馬 R 2. 9. 9 妻 齋藤ひさ子

越智 三王 31教大教 神奈川 R 2. 4.21 妻 越智多美子

奥村 清 31教大地 徳島 R 2. 7.28 妻 奥村 陽子

勝井 三雄 31専攻 東京 R 1. 8.12 妻 勝井 沙子

伊藤 貞夫 32教大体 山形 R 2. 7.26 息子 伊藤 康一

向山 薫 33教大健 東京 R 2. 1. 9 妻 向山 妙子

永瀬金一郎 34院博動 東京 R 2. 5.31 妻 永瀬 貴美

池田 凞 34教大健 東京 R 1. 6.12 妻 池田 安子

白田 充 34教大西史 東京 R 2. 9.20 妻 白田 君子

熊谷 武志 35教大英 東京 R 2. 1.28 妻 熊谷 弘江

最上 隆二 35教大数 秋田 R 2. 7.31 妻 最上 律子

白川 兼悦 35教大法政 東京 R 1. 7.10 妻 白川 佳子

松尾 孝子 37教大漢 鹿児島 R 2. 8. 1 夫 松尾 善弘

岩井 英夫 39教大体 石川 R 2. 5. 4 妻 岩井 洋子

板倉 達雄 40教大総農 静岡 R 2.11. 5 長女 板倉 百合

須﨑 邦彦 41教大農 山形 R 2. 6.10 妻 須﨑 哲子

内藤 榮樹 42教大農 新潟 R 2. 4.26 妻 内藤八重子

大塚 正充 44教大農工 埼玉 H29.11. 4 妻 大塚 宗子
































































広

報

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
⚒
⚐
⚒
⚐
年
10
月
号
を
同
封
し
ま
す
。

昨
年
の
⚑
⚑
⚐
⚖
・
夏
秋
合
併
号
に
は
同
封
で
き
な
か
っ
た⽛
筑

波
大
学
新
聞
⽜
10
月
号
を
今
回
同
封
し
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

柴
田
育
英
会
だ
よ
り

柴
田
育
英
会
で
は
⚒
⚐
⚒
⚐
年
度
も
筑
波
大
学
よ
り
一
名
、
慶

応
大
学
よ
り
一
名
の
推
薦
を
受
け
奨
学
生
と
し
て
採
用
し
、
現
在

全
⚘
名
に
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
に
対
し
て
⚓
年
毎
に
行
わ
れ
る
内
閣
府
の
立
入

検
査
が
、
⚑
月
14
日
(木
)に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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令
和
⚓
年
⚑
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

本
来
で
す
と
⽛
新
年
あ
け
ま
し
て
…
⽜
と
始
ま
る
べ
き
と
こ
ろ

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
12
月
下
旬
時
点

で
は
止
ま
る
気
配
は
な
く
、
右
肩
上
が
り
の
感
染
者
数
が
毎
日
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
多

少
な
が
ら
で
も
感
染
収
束
の
兆
し
が
見
え
て
く
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
本
号
で
は
例
年
の
⽛
誌
上
交
流
広

告
・
謹
賀
新
年
⽜
と
⽛
茗
渓
・
東
西
南
北
⽜
を
取
り
止
め
ま
し
た
。

ま
た
、⽛
桐
の
葉
の
つ
ど
い
⽜
も
投
稿
が
な
く
、
本
号
に
限
り
、
い

つ
も
よ
り
⚔
頁
少
な
い
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
号
は
、
⚒
⚐
⚒
⚑
年
⚔
月
15
日
発
行
の
⚑
⚑
⚐
⚘
・
春
号
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
)

表
紙
の
言
葉

筑
波
大
Ｏ
Ｇ
須
藤
優
実

⚒
⚐
⚑
⚙
年
11
月
、
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
が
仙
台
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
筑
波
大
学
男
子
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
の
初
戦
の
日
に
撮
っ
た
の
が
こ
の
⚑
枚
で
す
。
美
し
い

日
の
出
に
⽛
い
よ
い
よ
始
ま
る
⽜
と
い
う
緊
張
感
や
高
揚
感
が

重
な
る
思
い
出
深
い
瞬
間
で
す
。
こ
の
後
、
チ
ー
ム
は
勝
ち
続

け
て
14
年
ぶ
り
の
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
⚑
年
は
、
誰
に
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
困
難
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
⚒
⚐
⚒
⚐
年
春
リ
ー
グ
は
中
止
、
秋
リ
ー

グ
は
試
合
数
を
減
ら
し
無
観
客
で
開
催
す
る
も
最
終
戦
直
前
で

中
止
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
部
員
達
は
オ
ン
ラ
イ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
試
合
の
実
況
解
説
付
き
ラ
イ
ブ
配
信
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
積
極
的
な
広
報
活
動
な
ど
、
様
々
な
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
ま
し
た
。
ど
ん
な
逆
境
で
も
前
を
向

い
て
努
力
し
、
心
か
ら
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
姿
は
輝
い
て

見
え
ま
す
。
私
は
昨
春
か
ら
看
護
師
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

社
会
人
⚑
年
目
を
振
り
返
る
と
悩
む
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
彼
ら
に
沢
山
の
勇
気
と
優
し
さ
を
も
ら
い
今
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
と
の
ご
縁
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
私
も
前

進
し
続
け
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章

中
山

貞
夫

32
教
大
農
化

(東

京
)

大
塚

喜
英

39
教
大
体

(神
奈
川
)
































令
和
⚒
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(追
記
敬
称
略
)

文
化
功
労
者

加
藤

澤
男

45
教
大
体

49
院
修
体

(筑
波
大
)

瑞
宝
中
綬
章

戸
谷

賢
司

48
教
大
体

(東

京
)

瑞
宝
小
綬
章

大
栗

克
元

45
教
大
健

(栃

木
)

山
脇

俊
彦

35
教
大
数

(千

葉
)

川
端

春
生

36
教
大
体

(東

京
)

朝
野

哲
夫

50
院
修
地

(神
奈
川
)

鈴
木

彰

49
教
大
地

51
院
修
地

(神
奈
川
)

栗
原

進

49
教
大
農

(静

岡
)

竹
延

信
三

42
教
大
林

(京

都
)

瀬
田

豊
文

45
教
大
健

(鹿
児
島
)

旭
日
双
光
章

永
渕

義
久

48
教
大
地
鉱

(佐

賀
)

高
齢
者
叙
勲
（
七
月
・
瑞
宝
小
綬
章
）

杉
山

浩
一

32
教
大
教

(東

京
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
































令
和
⚒
年
文
化
功
労
者
･秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
)
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)5478

取締役常務執行役員 ೂ岡 祥之(昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
平成26年度東京ワークライフバランス認定企業

http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人(昭和57筑基工)
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室    https://www.fxc.jp/

当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

みんなに笑顔をお届けします｡

代表取締役
社 長 田 中 修(昭54筑農林)

〒028-3309 岩手県紫波郡紫波町北日詰字城内85-1
TEL：019(676)4121 FAX：019(676)4464
http : //www.i-c-koubou.co.jp

広告を募集しています。事務局までご相談ください｡

一般社団法人 茗渓会
〒112-0012 東京都文京区大塚 1丁目 5番 23 号
電 話 03(3941)0136 FAX 03(3941)7674

eメール info@meikei.or.jp ホームページ http://www.meikei.or.jp



筑波大学生 ・ 卒業生 ・ 関係者の皆様だけに贈る

ご優待特典

費用総額より５％OFF
飲食合計より 10％OFF
全室無料貸し出し

池袋駅から約 5 分 ・ 東京駅から約 10 分。

東京メトロ丸ノ内線 「茗荷谷」 駅から徒歩約 1 分。

▼HP▼

問い合わせメールアドレス：info@kanobi-meikeikan.com

TEL ：

〒112-0012　東京都文京区大塚 1-5-23
HP：http://www.kanobi-meikeikan.com/ 営業時間：11：00 ～ 21：00

Wedding
Party&Meeting

結婚式・結納・フォト 宴会・同窓会・会議

嘉ノ雅 茗渓館
館内 MAP

ご婚礼

お食事

期間限定

※ご家族様、 ご親族様もご利用可。※カフェでのご利用は対象外。

チャペル

カフェハルテラス
フロント ・ クローク

バンケット
イベントホール

貸衣装サロン
茗渓写真スタジオ

コンベンションホール
個室

▼LINE友達募集中▼

ID:@enc2843s

Restaurant&Cafe
ランチ・カフェ・ディナー

03-5319-1890

定休日：不定休※要問合せ

▶茗渓会会員カードをお持ちの方は、

ご提示ください。

※ご提示は必須ではございません。

※会食を伴う場合のみ
※～ 21 年 3 月 末迄
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桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 畑山 浩昭
入学部相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群
航空・マネジメント学群（2020 年４月開設）

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所

茗渓会会員割引料金（税サ込）
（ただし、オリンピック期間など除外期間あり）

シングルＢ（バス・トイレ別）　￥4,500～￥ 6,700

シングルＡ（バス・トイレ付）　￥5,700～￥  9,000

ツイン　　（バス・トイレ付）　￥8,000～￥14,500

朝食バイキング ￥1,200→￥     840

大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東 京 都 新 宿 区 新 宿 6 - 3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆�寮のある学校です�
　海外からの外国人留学生も生活しています

◆�国際バカロレア IBDP課程認定校です
◆�文部科学省SSH・SGHアソシエイト認定校です
◆ �「知識」「体験」「考え方」�
　――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

「SS研究・個人課題研究発表会」
（後援：筑波大学）および
「SSH活動報告会」開催のお知らせ
期日：令和３年３月９日（火）
会場：茗溪学園内
内容：�本校高校２年生SS研究および個人課題

研究（優秀研究）口頭発表・ポスター発表、
2020年度SSH活動成果報告

　　　一般公開いたします。
（詳細は下記メールでお問い合わせください）


